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礼文島産エゾ7ワどの卵姓の収熟

市 田 非･ 司

(縦内水席共扱稚)

The Matura110n OftheOvarleSOftheAbalone,Hal70LZls

dL'scLLS/laJ川aLIが0,1n Rebun Island,Hokkaldo,Japan

KyoliToMTTA

(JlohL･aL'doWak丘a〝aLFLS/Ter'eSE.rpe'･'"LenLalSLaEto,∫)

ThemaLuraL■OnOftheovarleSOftheabalone.IIL'/'OI'sd'sELJSJ'''''′t'.(】no,lnRebun lsTan-L

wasstud･edbythehlSLOloglCalmethod

Thcresu】LSObtalnedareasfollows.

LTheprocessollhedevelopmentoftheovar■aFleggsWasClassLf･ed intotheFollow･ng

SevenStages

l..㌧oogonlumStELge.(27.chromatln･nUCIcolusstage.131.yolklessSLage.141.0lldropStage.【51,

p川naryyolkglobulestage.(Ghsccon(1aryyolkglobulestage.(7),matureStage.

Thephotom】crogrLIphSOfthesestagesareshown-∩P,1

2 ThcmaturatLOnOltheovarleSWasClasstfledHllolhefoHow･ngrlVeStagesOr･1t.ebas･sof

thedevelopmentalstagesofll-eoval-aneggs,an-lthe汀mlCrO与COpleStructuresareShowr日nPl,LJ

rlLspentstage.12㌧recoverystage..3､,J)re･matUTeStage.t4､,miLtureStiLge.ミ5-,spawnlngSl.lge.

3 lntheovaTIeS.['Om theoogoniumslagelotheO■ld'oJ)SLngC'LrCObserye'11nallseasons

(Text-ELg,1) Dur■ngthew.nterper■odtheI)evelopmentofovLlrlaneggsISVerySlow.ThatJS,

theo､-a,tesofrecoverystageareobservedfromearlyOctoberloliLleAprlllnnextyear.After

March,theovarlant'ggSdeveloprapld】y.Theovnr】csolpre-maturestagearcObserved from late

MarchtohleJun.:.ormaturestagelrom mlrl(lIeJunetolateAugust.0fspawTllngStagelr()m

hLeAugusttOearlySeplCmber,aR【lthoseOlspentStagefrom I.lteAugustLolateOctober(Texト

llg.2)

4 JnLhL;OVartCS,r･PeeggsWhlCharecapLlbLeofbelnglerllllZedwerenot0bser､,ed.

従来エ′7ワどの研究に関しては.その分布 形態,先生,成Ei,食性,生活句境など多くの生物芋的研

究がなされており.近年は各所でその嶺苗生産の研究が行なわれている｡しかしながら,この額苗生産の基

礎となる卵娘の放免蟹の洞定についての研究はほとんど行なわれていない｡わずかに外部形態に耶点をおい

て執蜜を判定した青勝 りの報11.があるのみで.詳細な捉f&予的研究はRだみられない｡

発着は礼文島鹿工./7ワL='の卵形成.および この括架上りみた卵塊発達の季呼的変化について1964年よ

り研究を扱けて来たのでここにその抵巣を報告する)

本文に入るに光だち･ネ七日-rを避くに当って唖々のご助言を剛 っり,ご校閲をいただいたゴUこ水鹿学部山

A-･q一郎放校に舟亡､から感謝する また材料の採光に多大の鍵宜をEJ-えられた礼文島脈拍漁業協r■可都合に深

くA..#戯する｡



つ

材 料 お よび 方 法

木研究の材flll1964年･9JJ以降妬月だいたいll可,礼七島西掛 漣で抹兜した収flを用いたD材料の採射 上

水探10-50m 間のものをクモまたはヤス採りし,改良.JたTrt並を淵ii3後,卵BSの小片をその切で固定し

た｡固定にはブ71/.シ十･/t'-,Pスマンの各Lt按を用いた 切片はiEl常バラフイ･/法により搾さ6-10

/̀に作り,-イデソ-イソの鉄へてトキシill/とライトグリーソまたはテラフィー/L,I:のへて トキシ1)ソと

-オシソの二Lli染色し,卵内脂ftの判iiiには20アo中性ホルマ])ソ問亀,カーポワyクス埋没,スグ-/1染色

原本を作り行なった｡

結 果

l 卵細胞成良の横繋

エ'/7ワt='における卵形成の過程を卵巣の熟tETl臆 に必潜な範FFlで次の7期に区分した｡

【卵 5;く細 局 期〕
卯典内にみられる一番若い生殖細鞄は卵搬細胞であり,こltは卯臥 ヒ皮中に周年をとおして多放牧勲{･き

る 大きさは3-らll,球形で大きfJ:核とそれを取 り朋む染色作のほとんどない薄い細胞質からなっている｡

按内には 1例の球形で小さな仁と粒状の染色質が敵JJ_する｡(P】aleトFlgl)

【淡 色 亡 糊〕

次いで卵細胞は成長1剛こ入るが,まず染色体の接合がみられる (PtaLe1-FIE2)｡接合を終ると核内にはへ

マ トキyl)ソで非常に漉く染まる1個の球形で大きな仁がみられる 細胞TEは繕い周をなし.-マトキyリ

/にもェオシソにも染まらず,球形の核を収 り朋ん'(･いる 卯従は 10/̀前後である(Plate卜F)g3)｡

〔如 卯 光 ∬l〕

このJUlの卯母hrr脚 王急速に成戊するが,柑こ細胞fEの州);が潜しい｡細胞質は斬粒状で-マ トキシリ./に
非常にきたく決まるのか,このJUJの私事徴である｡卯付紳l胞は卵胞上皮に什 ŷtL.洋梨型を生し(いる｡球形に

近し､核がその･い欠に位frtL,-マトキシリ./で漉く染まる大型で球形の亡がその中央に存在する｡卯径は大

きいもので50/I,核径も20/上に泣する(P)ate1-lTLg4)O

〔yEfl 球 期〕

次いで細胞所内に柵球の轟桁が輯まる｡hti球は大きいもので7/̀,プア./ ′ミラフィン -17トキンリン標

本では空胞状を塁するが,ホルマ])./ カーボワックス ス〆./I原木では赤色に染まり, シャソt:I-固定

のものは,r渋色を基する｡細胞質は的め-て トキシリ./で漉く染まるが,舵)連に伴なし､油球の款が珊ナにつれ

-マトキソI)-/による染まりが悪くTL:るC卯径は50FE～90IL(Plate)-F･g5)

〔妨 1次卵Bi球朋〕

次いで細胞Tt内に卵推球の葛餅が的まる｡卵芙軌 土小型で-イデソハイ･/の軟-マトキソ1)-/に非常に漉

く染まる 卵胡蝶は油球問の細髄質内に現われ しだいに政を梢す 油球もこの肌になると教を増し,細胞

質内仝恥こ分和する｡卵径は大きいもので150ILに達し,矧 1不凍RIJTL:半円形となり,卵の先端 (卵胞上皮

付 ŷI'面の虹村仲)に位Elする Plale-Fig6)｡

〔郡2次卵ye球肌〕

その攻も卵苅球は政を州し,プ7･/ バラフィ./ -17トキシリ./e!木では細髄質内は卵共裸で済たされ

ている(Platel-FIg7).またホルマリソ カ-ポワ′クス スタンIt5本では地球も細胞質内に広く一様に

分布することをjr(している(Plate卜F.g8)｡この跡こなると卵母細胞はPfいゼリー層にEilまれることに上り

ITt淵 の卵とやあに且砂jできる｡卵母細胞は不Bl則な楕円形を生し,まだ太い占【形質連掛 こより卯晦上皮に付

hしていろ｡卵径は150-180rLo

〔成 熟 期)

人,Yはない しかし.非常に翁机,原形門迎終により,わずかに卵胞Eこ皮に付̂yIIしているのが,この期の特徴
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T.xt-Fly I Seasona一occurrenceohheovarl抑 eggSm eachst.lb,e･

1･Oogo･-iumsLl･ge2 ChroTnalEl一一nuCleolusstage.3 YoLkLessstage4 0日dropsttlge.5.
P,1maryyolkglobu】cstage6 SeeonElary)olkglobu)cstage7 Ma†urestage

である｡卵径は150-200IL(Plate1-FIg9)

上記の卵原細胞より放熱1朋までの郎7)'L.卵洪rj.JでみられるJp】間を帆 1､するとTex卜F■glのようになる｡

すなわち,卵収納砲,染色仁,触卵爪1.納球脚のものはJRl年卵鵜内でみることができる.1'_J～日に ろより

無即yE,氾7球糊のものは教を州し3-Jl月には,こ,TLらの卵で卵貼付土光洞される¢那1次卵ポ1割田の卵は

4-6月の間に,約2次卵胡蝶畑の卵は6-8)Jの問に,また成熟糊の卯は8-gnの掛こみられる.放卯

は87｢F句～9月｣二句に行なわれる しかしながら8月下佃～10月rtlイJにろまでの卵胞叫こは,仙墳途 】の

桝IIF卵も撤'lEしている｡

l 即決執腔とその季節的変化

以上述べた卵腿卯の発達押出:-を壬かこして,卵腿軌性を次の5段畔に分け,礼文山姥-/7ワt='の卵巣熱蛙

の季節的変化を調べた｡

【放 卵 終 抑〕

放卯馴 月もない馴iRの内部は空虚となるが.多数の帥球期までの卵と 小数の肌塊途上の約2次卵哉球抑

および成熟州g)卵が撤7'Fする三卵巣の外見は淡い蘇色を崇し,肝縦のまわりでヒダを生じている(P)ate2-
F唱1)｡
〔回 数 )切)

卵放内は池球糊までの卯で■riめられる｡新しく成成した魚卵此lpゆ卵はその数を岬し,卵胞 lニ皮より葡萄

状に分枝している｡卯鵜の外見は色彩を失い適例で,剛 毛的に相即の判ljllはできない｡卵鵜のと列土消失す

る(Plate2-F】g2)0

〔荊 成 熟 期〕

この期の卵取では軸梯川までの卯の帥こ約 1次卵ダL増収の卵がt認められ,卵胞上皮よI)術捌かこ分岐して
いる｡卯月主は搾さを岬し,納め淡い顔色を塁し肝純の1部をおお.,ているが,しだいに肝臓全休を包むよう

になり,かつ巴彩も浪顔色に変る(Pltlte2-Flg3,4)

〔成 熟 期〕

卯池内に妨2次卯月BW】の卯が多数みられる時期である｡卵鵜の]1さも7Yしく肥大し.軌 ､所では35mm

にも達する｡卯射 ま淡い顔色を塁している(Plate2-F】g5九
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r故 卵 肌】

成熟期の卯をJlする卵巣を故卵期という この糊のものは抹繋した刺激で'iF易に放卵するものもある 放

卵に伴い成熟した卯掛 ま減少し.地球期までの卵政が柄加する(Plate2-Flg6)̀

礼文島より採紫した238蛎作についてl=記の卯脹軌IEを掛こして季飾的に配列し,材料採典胡所における

&面水BILとの関隣を同'J(すると Tex卜flg2のようになる｡すなわち,放卵終期の卵妙王8))F佃よりJO)j

ーF旬ころまでみられ,回御明のそれは10)日､1JJころより4月下旬まで, 前成軌跡上3月下旬より6)∫Fll)

に認められたO

卵井と熱症と水温とのl父価を入ると,冬JtW巧水A.11の伏い時期は回糾肌 水仙の上井が41.Lまり5-10oCのFhLl

で前成熟期に入り.15oCに過するころ成削朋.20rCに達する81]下1r)pこは故卯1抑こ入り,放卵が行なわれ

ち

考 棄

海産有Jn見薪の生耕LRの発達についての組擁苛的研究は7コヤガイ2),アカザラガイJ),ホクテガイー),

カキ古… TJ7サリAl19)･-マグlJlP).など芦'rii軌こついてlL:されているが,脱Jii夙については 非常に少tL:く.
斉藤t)がェt/アワビで粗'!;･しているのみである 首藤l)は-/7'7どの生別典の熟4-を5枚暗に区分してい

るが,その区分法は外郭形態に耶点をおき,51考介した我準が明確でないため.JE確な卵巣熱1Eを7E-.･してい

ないように恩iっれる

Ag者はまず卵胞卵の発達段肝を7区分し,そIuこ兆づいて卵巣軌姓を5区J/1した すなわち,木原の卵典

卯の発達の特徴は,まず卵Q)発達につれ柵球が蕃耕されること 次いで卯Uf球の鳥取 卵今体がゼリー掛こ

Lltlまれることであ(),この/.I.I.をじゅうぷんに勅鼓してl*_分した)

池球仲はでの卯はI.Id咋卯姐勺で醗烈でき,放卵される卵はその叫の 日Jごろより成長を始める｡酒)Ill)は

エ′アワL=10)1獅lは収Ilについて,-水温が7oC以 卜になるとtI純は ほとんど行なわれず,比良も鈍くな
り,岬には休JT(の減少もみられることを鞭iF;している｡ 礼文出,において&-tdi水鮎が7oC以下となるのは 1
-3Jjの問の3カ月間もあるが,この間卵ifと卵の成戊はゆるやかではあるが行なわれていた 油球,卯苅球

の首鎖が進むにつれ,卯TV細胞はゼLJ一層にLBlまれ,卵胞 l二皮との脱形だ迎縞が細くなる｡しかしながら,

放卵期においても卵胞上皮より穀れた遊離卵は椴邪できなか っ た-択uJは)によると7ワt='班の卵は戎熟す

ろと卵胞上皮よりXlれ,ゼリー居に閃まれたまま石野推rこいったんも横され,ここで受箱畔櫛が完了され放

卯が起こるとされている ふ種でも同様のことがみられるとするならは卵胞上皮J:り離れた卯はたi時rulで右

腎朕に移動するものと推㌘される｡者藤りは奥尻座エ′7ワt=-て卵胞上皮より離れた卵が5月以降枚解され



たと朝粥･しているが,著者はこのような現象は兄いだせなかったOまた一触に7ワビ美和こおいて卵火内より

取 り,Lhした卵は受fFliしないといわれており,讃-IFも放卵糊に人TJ文相を数回訳みたが受精卵は得られなかっ

た｡以上のことより舵邪し.-ゾ7ワt=Jでも卵の成孤は 浜田12)の枇'fiした如く, 卵が卵巣より排出された

後ある種のjF和を綴て完成さ.hるように考えられるが,この点は今後の研究に待ちたし､｡

放卵後の卵胞内には不放出の卵が散在するCこの不故山の卵について斧足薪では食餌胞活動により肋頃吸

収されることがEylらかになってし､る6)8)9)｡また 惚足斯イポニ/Ln)でも同様の報JL-がなされている｡木棚

においても9)｣.10)JのPrllの卵熊内で,崩壊途上の卵の周jZlに同様な紳胞の存在を確認した｡

要 約

礼文E3,&ェ/7r/どの卵火の成,*について細粒学的研究を行ない,次の結Ijtを紺たo

l 卵柴卵の発達段陣を,その発達妊合いにより7区分した｡

(lI卵耶細胞肌 121 独巴仁.肌 E3)無卯荊畑, L4)油球1軌 L5)約1次卵yt球肌 tGl約2次卵

哉球期, 171成熟期

2 卵熊の発達段階は卵娘卯の発達に兆づいて5区分したO

【11放卵終期, 121匹]和肌 T3J前成熟M, (JH 成熟期, (51倣卵臓

3.卵原細胞より油球州までの卵はJ即r=卵鵜内に椀't3され る｡冬jgl間は卵朗卵の飛掛 まゆるやかである｡す

なわち,rd_]役期の卵郷土]0)】上旬より習年の41]下旬ごろまで観察され,3J]以後卯か卵は活発に発達す

るO前成熟1剛ま3｢1下旬より6)]下旬,成熟伽土6月中旬より8J｢F旬,放卵)mは8n下付より9)jlL句,
そして放卵終期は8月下旬より10)jー卜佃まで税'祭される｡

4 卵巣内には受精可能fi:完熟卯はみられなかった｡
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八雲沿岸におけるり/:ガイ SpEStLLa Sac/'̀IIFILe′LSLS(ScHRENCK)

の浮遊椎貝ならびに政棲椎貝についての研究

体 忠 彦 . 寺 井 勝 治 ･ イ1 .rrTJ 髄 二

(小犬水妬訳教場) (釧路水産柵 敏) (函er!水産釈放切)

StudiesonthePlanktonicLarvaealldYoungShellsofJapanese

SurfCIam,S♪JS〟laSac/lalilZenSIS ScHTtENCK,On theCoast

ofYakumo,OshlmaProv.,Hoklくaldo

TadahlkoHAYASHl (Flo以a･doCetZL,(･/F,,/･L･r･e∫EJj･e'･I,Le,･LEL/SLaLLOn)

Katsu)ITElモAT (〃o上klL･doKL,SI-a Fl./Je'JL･SE.rperlWLe'JI(I/51aLLOJ･)

Ken)■ARIMA (JlohhaLdoI-ILLhod''IL･J･1'S/terte∫Erf･erLme"ILLlSttJt･0,.)

TheJapaJle父SurfClam(Spis･,[asLZCh〃JJne,lSis).～acorr-mompeleCyTDdfound'nthenorthern

partoH apan,andiswidelyd.strlbuledalongthesan{IycoastotHokkaido.ILISregarde･lasan

Importantres()urCeOfloca一clam F･sher.es.TheauthorscarnedoutanecologtcallnVeSLIg8tLOnOE

theplanktoTllCVellgerlarvaeandthe(leposLtedyoungshellsfrom lot)2101965aLYakumo'sclam

bed,ThesamplesofvellgerlarvaewerecoHecLedbyvertlCalhaulsoEaplanktorL-netAndalsofrom

pumpedupwatersfromsevera一d･Ilerentdepthlayers.TheyoungshellSWereSiLmPledbyuseol

Tanura'sbottom sampler,ThereSulLsOblalnedareasfollows

l) Thevel･gerlarvaeofS･saEJ-〟l･,･C,･sLSWerema･nlydistrlbuledalongazoneabout5m

1000moEftheshore-1lne.Therelatl､,eabundanceorthelaTVaeWashlgh lntheUchmraand

KurollVaareas.butwaslowlntheYamazaktarearespecIIVely

2) ThedISLrlbul10nOrVellgerlarvaeoESo/e,･A,'･Z,Se7Ltel･,L=ndpluteusLfLrVaeOfEchlnOderms
wasslmllartothatOfSf･J∫L,/(I,butthevel.ge一larvaeoEPt･IL,･Oj,è/("･yessOe7･" JVyaand

L7川OCardLIJ〃ltypesWereFouTldTT10reOfl･shorethanSpISJL/L7larvae.

3) ThedlStrlbutionolvellgerlaTVaeOfS.SnlhalutelEStSShowsalenrlencylnWhlChthelarvae

belonglngtOmoreadvancerlStagesarefoundinfartheraJlddeeperplaeesthanthoseoEtheear)y

stages.AndAlso,earlystagelarvaeoralmos1200-220vinshe日lenglhareFound･nalayerabout

2-4m (lepth.butla.gelonesofmorethan260 PlnShelllengtharemostlyfound m adeeper

layerofabout6-10m ,ndcplh

JI) JudglngfronthesmaHdlfferencesfoundlnthedlStrlbut10nalphasesoFtheplankton'C

larvaeaccordtngLospecleSaSWellasaccordlngtOdevelopmentStages,llseemsthattheLactor

lnEluenclngthelrdlStrlbuL10n.らnotOnlythephysICalmovementotsea･waler.butalsothelrOwn

adaptLVeSelect10nforhab■tat.

5) ThedeposltedyoungshellsolS,sL･,Ju･(I,･e,･S･swerefoundma)nlytnanareaextendLng

about5q-goomoffshoreandatabout6-9m ln(lcpthTheywereespec)allyabundantLnboth

theYamazakl･OkawaaT-eaandtheKuroIWa･KltatOyOLSuilTea,buttllerelSnOdlSllnetinleHelatton

asfarastheamountofshells･Sconcerne'lwhencoml)ar･ngbothareas.
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6) ThedlStr■bul.OnOfthe)Dungol.lJ̀Lrlr̀'su'e''5'S"ass'mllarlDthatoftheSJ"S･･l･,

)Young,butthero'merhaveasoTneWhaLgreaterOrf-shoreranぢelnCOrrLparlSOnWllhthelatler.No

dlSl】nCLreLall0nlSroundbetweenlheLrquantltattVeTluetuatlOnS.

7) lnOctober-N0､-ember.the)oungoTS sl'EholuLe''5'3aVeraged 24R-39RTnm ･nShell

length,andlhemodewas16to25mm Thegreaternumberhowever.werelessthan5Omm ln

slle)L一ength.

8) UptotheroHo､vlngJuly,lhesheHlengLt10ft1-eyoungclam Increasedanaverageofabout

013-0L7mm,an(lmovedtoasha日ow払reu叩PrOXlmately100IO300moflshore.Howeverthey

LWObablydonotmoveparnlleltotheshore･llne.

9) Dur】ngthlSperl0(1,thelrnumberdecreased1/10ormore.

10) AposslblereasonForthtrmovementanddecreaselStheheavywaveactiondurlngthe

w)nterseason.

措 ii

ウノ{ガイ SpisIL/1日''{ha/'''e'JSL3(ScHlミENK)は一秒 こホッキガイと呼ばれ北海道では日本海,オホーy

ク海 太平洋,内浦朽とはは全沿】'Iとの砂折裾Hflに仏く//1JTけ る寒海性の大型芹足供で,北海道産見所の巾で

はホタテガイに次く･淡海汎瀧の並要対象機となっている R省らほ 195d年から59年にかけて,道内の移瀬

川ウバガイ朝市のfJt折地である室蘭前祝lIiにおいて.相川 l'J現品の咋変動の架態とそのb;潤 を明らかにす

るため,浮遊朋ならびに庶旺移行ILi後の肌只の研究をおこない,紫IJの知見を紺ることができた く林ほか

1962,'63,柿,寺井,19(A),しかしrulじ卑洲市内には祝沖のほかに岬をへだてて隣接する-ドそや.所を

へだてて対韓にある陣hiなどにも時々ウバガイ肺11が多低に州別することがわかり,浮遊榔只の分和を弼べ

ると室蘭朽全体に広く分布していることがわかった しかもこれらごく近接する地域のF''月でも庇拙舵Rの

山梨FiにはかならずLも平行脱線が見られなか.,た｡ また視距における鼠[.Lf.観測の結束では, ウバガイの

浮遊他見のLu現環は 日変化がはげしく このぶこ四はおもに水塊の移動などに ともなう分和の変化と考えら

れた.

以｣二のことから托ELi村tRの出現量は浮遊私見の屯がそのまま形辞するという岬純なF淵係ではなく,浮遊批

只の出現丑,渡耗および畦は推只との朋休を研究するためには,まず浮遊批Aの分布,移動の尖怨とその蟹田

を明らかにする必要があると考えた｡また正睦flulについても人為的に調査地をせはめず,できれば popu-

lationを正しく代並するか.populal10n全体の巾での調査地の位摂づけができるようにしなけ九はならな

いと考えた 柑 ここのことは,将来増細技術の研究として発展させるためにも証要で,政権靴11のLIl祝rRは'

かりでなくその成兄 妹純の突放を漁業との帆迎において研究する必要があると考えたO

以 J･.の点から見ると,基漸777祝沖は採布地とな.,ているため操業が焚LL:されており,樵只を採収するため

その後の成見や減耗が銅礁できないということと,祝恥 エドそ,陣屋ともに一般のウノくガイ孤棚にくらべ

両横も非常に狭く,地形的にも枇殊な間が多いことから網査地としてあまり適していfJ:いと考え,1961:年か

ら山越郡八悠MHこ内達地を移した｡訴l丑は搾遊州只,底ほ榔只だけでなく,成艮および熟疫物をも令めた

が,木報/iiでは1962牛より'ri5年までに浮遊印11と政頓後-年目までの縦Rについて得られた知見を報i'.1す

る｡

AWr.;･iこ発きたち荊査に柊的ご協力 トきった^繋町止水産院艮遠藤-列氏.粥壷のためご飯宜を賜った町

長はじめ八雲町役蛾のBtiKならびに細公良はじめ八慧即独文協同叔合の諮氏に11く感謝する｡また詞査船の

述掛こご協力下さった#m弟吉,木村良作 zJくrlllj五郎の誹Etにお礼申しlこげる｡
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^牢町ウバガイ,&場と漁業の概要

八雲町のり′くガイ軌掛 まFlg.1に示すとおり内浦湾の西海岸にあって,掛 ;!線約15km の蝉訴な砂浜海

岸である｡等深線は海尉こほぼ平行にはしり,距岸約 1.000m,水深約10m以技の政矧 ま細砂または砂泥で

この部分がウバガイ独幼となっている｡水深10m以珠では底質は泥が多くなり.ウバガイの生!.まは少ないか

ほとんどなくなるC八fLt独域の北側はすぐ長万部町のウノてガイ池場が仲村まで就き,この汎域はむ岸棟で約

24krnあり,池場の状態は八召独機と似ているO静狩より先はJUl破地神であるO八望独蟻の繭0111は同じ町の

管内であるLLJ越,鞘部であるが,この地域は沿岸に岩礁および転77地神が多くワカメ,スガそなど海藻(4'()
郡が生LfFL,また水深10m付近に転才了他市があってコ/プ汎勧となり.この間に点在する砂浜にウノくガイが

坐.息している｡鞍部の先は森nlT,砂IJ;Plで山越と同様iLL礁地鞘と砂沢地脚があって砂折にはウノこガイが生El.

している｡

F.r9.1 a,AbrletmapofUchLuraBay.show･ngrangeo†mvestlgaledareaandthemaJOrloca】'-

t'esofJapanesesurfcLam,S sac/'alL7Ze7'5'S

b.SampllngSlatlOnSattheclam bedoEYakumo E+lChStattOnWasSettledeverylCK),300,

500,700.900,and1,500mpolnlsfrom theShorekeeplngeachlkmIntervala一ongthe

shore-1lne



T-bl｡I.TheyearlycaLchsolJap''nesesurfclams'nYakumo

^刃におけろり,(ガイ独禁は手巻きによる桁榊でおこなわれ,叔iEの年間汎康丑は Tablelに示すとお

り3仰～700 ト./であるが1961年以降漸減している｡しかし独禁はbT･糊と一日の操実時間を制限しているの

で,この漁獲giの変化はかならずLも鞭源の状態を反映しているとはいえない｡晩秋こおけるウ,(ガイの生

息状態を示すため,1962年のW.1切調光の封,児を Flg.2に示した.,この調査は Flg.Iに示すように軌租を

1,(W mx200mの広さの剖75の区柵に区分し.各区軸の中で帖09mの桁網を約L15mえい網して採弟生物

を調査したもので,F■g2は他L.'.･'.ごとに採炎されたウノくガイの年令別個体数を示している｡調査に使mした
桁鰍 エー叔嫌鵜川のもので網nが大きいため,長命rlほど入射等三がさがっており,また-イイp-スノ-め
ッパソの多いところでは軌 1がふさがれ若令兄の入群串がよくなるなど,かならずLもウノ(ガイの生息状態

をJl三しく弄しているとはかぎらない｡しかし一般的に若令兄は沿Jl主部に多く,10年以上の老令只は沖に多く

なっている,また柑こ阜雀年鮫群と思われる年巌もなく,若令Rの萌純 の状態が著しく地域的にかたよ.'て

いる似向も見られない.St.29-33,St.LILl～L18で柑こ入用帆l本数が多いのは,調査地点が禁漁区になってい

るため'{･.この地域ではかね:り沿ilLまで老令兄が見られる｡また大Jrl.1焦岩の沖側は掬査しない地点が多い

那,他の年の調査でもこの地域は人柄個体数が少なく.この地区では冬JUl時化によるうちあげ個体が非常に

多く,この形書と考えられている｡

漁場で ウノくガイとともに人声する大型の改植動物について述べると, まず斧足薪 Pelecypodaでク,(〟

ほぼ同じような分布を示すものはサラガイ PeroIJtllt'lJ一,eNt//nslL(ScJIRE:NCK),エ./′くカガイ ĴacLra-

si,.e〝sLSCLlr/leOPl'cLaPIL,SZITlY,-ゾ7テガイ So/PJJ(So/e〝EI/･tL'J)hrl'SenLer〝∫(ScIlLEh,CK),**ミ

1/ガイ S･I･q"a(I/('.(BJtODEfHPetSowERBY)であるが,ウバガイにくらべ佃休掛 ま少ない｡内浦,花浦の

水深5,6m以探では ビノスガイ Aterce7･LZrZLZSL川PsO,･i(GouLS),カガミガイ PJzacosoJlldjaponlCa

lREEY･ll.ェ./メ/ノガイGJl/･L/uzca(ProLocLZIliLAacEl)ado/J▲∫i(REEEVBl,チシマガイ fhnow'yaarEL-
'(〟(L,M RCK)が採集され,同じ付近でナミガイ Fh,MpeJLLJ,0〃iEaAAD̂AIS.オオ/ガイMyLZ(Are･

NOlltyu)LL,-C,"Lr･,I00,LOSa･.Vl̂K.YA･d▲,スエモノガイ ThrlLCJ'ukaLLJ′11anafYoKOŶJÂ)の 死宙が 採典
される｡この他ごくまれに コ〆てガイ Go"･f･J"'nLT(AIucrod'sc〟S)'IlelL7nL'eg'lsRoEA-ERフ l)ソデガイ

Yold･(･(C,1e∫/er川m)′･OLabLlt'SYoKOYJLuA が採集される,倣足柄は少なくクマツノダガイEtLt'aLLCa

pl'/a(PrLS朗Y)がごく少赦採炎される｡軟体動物以外で採集される動物で,最も個体収の多いものは-イイ

p-ス/.､カン/ミソSuLPhechl,uLSgrLSeLLS(MoJUENSJm)で水抹5rn以決に多く,この他-スノ′･カシJt

ソ S.∫,Hr,JI"IlS(AĜSSIZ)も若干操典されるO水深lLlm付近では,オカノブ･/ブタ Ec/u'JOCurd'tLnl-

curdELL,I"A(PENN̂N,)も採典される｡この他,多毛塀 PolychaeLa,甲奴胡 Crustaceaに屑する動物が若
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I一抹兆されるが櫛がは調べていなし､

7P 圭 の 方 法

Fig.Iは鞭切渦査お上び漁獲日報調査のための調査地点回で,#訓,l恥こそって1km ごとに区切り 約Iii

かつ沖にtrかって 1kmの範囲を2tnmずつに区切り,それぞれ 1,l畑mx:畑Omの面按をもつ75の粥査地

点に分けて 1人bOの statlOnnumberを付けた 7tf滋継Llおよび舷梯維Rの調査もほほA,この調査地点国に

従い.各区iblの中央を鞘査地点とした｡浮遊維兄の調査ではこれ以外に祝立地点をもうけた場合もあり, こ

れはそのつど説明する｡また畦睦椎貝調査では.FRY:の先.長万部■TのEia挺汲掛こsL81から sl.100までを

同掛 こもうけた他に.J=分布の細かい変化を見るため各Zq表地.任の中間をさらに詞充したこともあり,こ九に

ついてもそのつど祝明する

典をおこなったが1.-niでは wLngPumpにより水深2m ごとの層別抹紫もおこなった｡sarnpleは for一

mallnに上り届出L 点眼架休航最鍬こより};型の動物tg=planktonと虹帖動物の浮遊性幼生を計鞍し･ウ

バガイ推且については一部叙長を淵窪した 帖物件 planktonについては計数しなかったが,dlatOrnの出

現兎のn安として沈瀬見(setttmgyolume)を淵ii:した 海水については PH,水温.比7rtを測定したが PH
については比色ヨーに上･,たため▲地点間で大H.がなく一年で中tLLた また一冊の地点では北原式採水掛こ

上り月別の椀洲をおこなった

氏任推只の謁丑には採泥rth鎖約588cm2の旺lH,lこ探氾訳詩を川い,接触した砂泥はすぐlmrnnの節で漉

し,残った生物は forrrbal】nで岡ケiiして後に洲LFL:した

1963).19ト2印は6ノ116[】と7J]4rlに駒裾したQその結IR6)116日は出現他休軟が少なく 7JlArlは

IIJl現価仙 ま多かったが,艇長2糾～317u/Lの帆帖が多く,すでに一触王政駈生活に移行した･･T能性も-}えられ

るので,'64叫以後は6)]下il)を嗣盛時lVjとした 制丘阿数は耶合であまり多くできず,主Ll約が雌只の//llJFl

の相生をEylちかにすることから,1,L'口のrTL.1をおいて叫2回羽立した 床睦縦11についてはその41産卵され

た批11が lmm nの断で選べる大きさになるころとして,10)川･句から11月下旬を初めとし,翌咋6Jj榊

1年ロの批flを拘束するまでilF年2.3回調点した

結 果 と 考 案

1 押逝樵且について

浮遊批ftについての調査年月El811962年016J日6E=:7JJLln,】q63年は都合により中Jヒして1恥1年

は6月:詑日と25日.1965年は6月2バElと28円である/62叩6才116日はまだ調査点を決めてなかったの

で海lI.鳩 に沿･･,て2～3km ごとに調査練をとり,脊内複軌 l-.で水深5.10,15mの3地点で垂む採集をお

こなった 各調査鞍の位円は FJglにA～Fで示し､拘立地.I.･JJi水深5,10,15rrLの軒に.Al,A2,A3.

a..81,83とした また'64年6月22?口は河川水の影辞を見るためZI査範凶を山路 国縫まで広げ.掛 Ir-i

に沿って2km ごとに距1'.～約500mの地点で垂山採集をおこなった 八'Bでの調査地点は FLg.1の粥査地

点で sl,Ll.15,26,36,46,56,67,78であり,山雀と同杜のal禿地点は YいY2および st.軌 98,K3

K一として'7:･してある｡その他の調査はすべて Flg.Lの調査地(まに坤じ.海榊こ沿･,て 2km または3km

おきに拒1;lltn.500.900rnの地点で垂直採雅をおこなった ただ一65年はさらに沖側の状態を見るため-

拒ILIil,5(氾m まで粥立地点をもうけ Flg.1にはそれらに｢′Jをつけて7r-;してあるOまた'64年6月25日は

重出操典のほかに st26,56,58で水深2m ごとに25b海水をとり月別採炎をおこない,'65年6月288

は st,67,69,69′で同様に層別採集をおこな･,た｡海水の水鮎,比並については袈居については垂直採集
をした全地点で淵5iZL,層別の水Gi,比証は '64年6月22日は全地点.'6LI年6J125EIは層別採集の地点の

み.'侍句-6月28日は層別採3FSの地L.'f.と sL46,48,48′,2r),28,28'で淵施した｡なお'64年6月25日は

途lrJで水温計を破損し一部&層の水鮎,比延の測定を巾止し,'GSiI-6月26Flは時化のため途小で調充を中



[･1

止した｡

採集した P】anktL'nのうち符/.i軌の肝兄はできるだけ種別に計数した (柿,T'ldjf.1964)｡山現したおもな

都税は芹足邦書味見では[1ノミ)/イのほかエ/マテガイ,オオミゾガイ,ホクテ)''イ Pal川0/'e'Leu(ML=LLJLO-

PeCIc/A)3/Lu∫Oe,一SIS(JAy),イガイ斯 Mytllldae, キスマトイガイ桝 7-日alellldaeで, このほか-ゾイシカ

〆ガイ ClL"OCa,dLtL,,ICL･/lJo'7'LC''JLS(DESĤ YES) とオオ/ガイの靴凡も日割するが餅似する榔只があり

区別が脚部なのでそれぞれ CI川utlLrd'LりntyPも Mylztypeとして.7F数した｡また時々ごく少数出現する

郡掛 こフナクイムノ方iTeredlnl(lae,ナミマガシワ薪 Anom)r"dt'Cその他,概不明のものが若干あるが,

これらはその他として-托した｡都の査定ができないEい献只はD型ffE只(Dshapedlarva)と殻頂突出期
椎貝(Umbostttge】arvu)として一括した｡

年足桝以外のkI)生としては仙 止杭の椎貝と多毛影IPoLychaet'Lの幼生は廟の査定が困難Tj:のでそれぞれ-

托した｡搬皮動物 Ec1-1110【lermaの幼/-1は捌 旦約 7:chlnOJdeaについては正塾uRegularla,心型EISpatan･

goidea,蛸比UClylX･aSter】daのElに分け,蛇屈綱 Ophluroi(lea(Ol'hlOplteus一arva)と海星網 As(ero-de且

(BLp･nnllr･iLlarva)は鯛で一括した｡この時娼忙 LL',呪する正塾口の幼生はすべて-ゾ/く-/ソウニ SLro7′gy-

lL'Ce"L′~o/,,S∫,･Ie′J,･L･dLNJ(A.Ac^ssJZ)であり,心押目｣はこのイ＼1近にはオカノブソブクしかいないのでこ

の都の幼生と考える｡

このほかに出現する底捷動物の幼生は甲殻桝の Zoealarvilと CyprlSlarva,擬軟体動物 Molluscoldea

の AcLlnOlrochalarvaと CyphonLIUleSl̀.rvt'IであるO

浮遊幼生以外の動物 planktonではおもなものとしてrP出所の Copepo｡aおよびその Naup)luSと飽脚
ll8･anc1-10pOda(Podo'lSタ と E7,0dnesj'.),毛顎動物 ChaeLOgnaLhaの矢虫WiSag】ttol(lea,駅東動
物 Pro10Chodataの尾虫EIAppendlCu】arlaを唖にわけず,綱またはr]で一括して計数した｡

Planktonの;71数終発は付表に示し,一部の噺郡の地点別出現個体btま模式約分-/r'図として F】g,3-7に

77;す｡分布図の等量線は1地点当り叔多.lH.現個体数を北準として,そのye,坊,1/a.与ioの伯を71-'すように

描いた｡

(1)水 平 分 和

各調査におけるウノこガイ浮遊印只の-JJ(平'/11FJは FLg3b,4b,5b,6b,7bに示したが,一般に舵パ1500-
1,0α)m 付近を中心に海)J.iiこ糾って糊 犬に揃襟度の地域があって,LLr埼または大川の付近で密&:が低くなり

その両側の内浦側と.I.ILJ;;側で演鑑が粥し､という憐向が見られるO またユ965iriのil料から殻長組成を作り.

20Ì間隔で毅長別の分布図を描くと.6月28日の資料をFlg8に示したが,2LlnJ̀以 Fの離只は距岸1,coo

m付近に多く距1ir:5COm什近まで分布しているが, 改良260p以上の椎貝は距J',～1,000m以上のところに

多いOまたJIJ鼎 OgJにほ260f̀以下の椎貝が多く,内輪仙二は26UF̀以NLの州只が多い｡6月26nの史料で

も同じように出現していた

D型幼生,奴711横 山畑幼生も含めウ,(ガイffE貝と同時にEIJ.現する芹足好川Ulの合.別の分布図は Flg.3a,4a

5a,6a,7a,に′】1-したが,距柑5(0-1,000m付近に海尉こ沿.,て御 伽こJ-E密度の地域がある｡山崎付近で

密度が低く,八的:.側 と州 rf側で密腔が高いというウ/{ガイ舵且と似た柳向も見られるがり/くガイ椎貝ほど節

常でない｡

ウバガイ以外の斧足野榊 且ではエゾマテガイ.オオミゾガイ机只は一触 こウバガイとよく似た分布快向を

ち.'ている｡Fig.3C,Jc,5C,6C,7Cには-./マテガイ祁只のJ/ll/l,区を,示すが,'62年7月LI日は -./マテ
ガイ,**ミゾガイ稚貝とも非常に少なく,同にはオオミゾガイ帥只を示してある｡また'64年6月5 Flは

1Jt崎前のry/くガイ脈久が少ない地域でも-ゾマテガイ稚貝は少なくなく,.I.1真ffから内研まで連続して分布し

ているなど,必ずしもウバガイ椎貝の分利状況とは同一依r句を,i,きない｡イガイ斯,キヌマt.イガイ邦の耶

見はりJ.現仰体穀が非常に少なく,分布の特徴ははっきりしない｡,+Lクテガイ椎貝は'62年6月16日はウバガ

イ椎I一と似た分祁快向が見られたが,'6A,'65年は Flg5(I,(ld,7dに示すように, 一触こり/てガイ樵只

より糾こ介11･する何l向が見られる｡またウノ:ガイ仰_llの少なくなる山崎f.l近でやや榊 那こ分-/T･Jが近づく似内
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F･93 Tllehor'zonliLI(llStrlbutlonofplanktomclarvaeOnJune16,1962 EachnumberLnd)caLes
LhelndlVl(LualslnaVerLICalhaulolplarLktonnet,andtheequ】villenttmeSWere･ndlCaLed
by'elatevenumberas1/i).)/4,i/紹andI/16ofthegreatestlnd■vLduals
a,Tota)numberofpcleCyPOdalarvae. b,S SL7{/JELr'71eJIS,S. C,So/p〃LrL,SetLIer,t,
(l,PluteusofSpalangO.dea e.GastTOpOdalarvae t,Po】ychactalarvtle
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F.94 lllehor■zonLillJ■stnbu‖0.I0rPi.■nkLonlclと-rV.'COnJuly4.1962 Numbersan(Iequ.vL11C･-I

llnesare一hesamewllhF】g3.

iL.TotalntJmberolpeLecypodalarvzle I),.S fLL̀JJE'ILJ'L･〃5'∫ C.StLLq〟̀Lul/̀･ ｡,Plo

teusofSpatangol一lea eG.lSLrOlX)dalarlae f.Pol〉chae1.i)ar､aC
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F･96 Thehor】zoTltal(lllrSLbutLOnOlplilnktolllChLrVaCOnJLllle26,I965 NumbersandequlValent

]･nestlelttleSarneW】tllFlg3

LL,Totalnumbe'ofpelecypo(lilturV.le 1),S s̀LrJM/''tL,′'SJS C.Sol,"II"LLSLJJ･/C,J･,
(I.J'LI/IIJOP̀･√/i,JJ3/L･SSOe〃SI∫ C.SPCClllCgraV】ty(lSC)olthesurfacelayer



F･g7 Thet10rlZOntal'l'strlbul■onofplanktonlClarvaconJune26,1965NumbcrsanLlequ】villen【

】･nesaretlleSarrLCW.thF･g,3
aTotalnumberofpe)ccypodalarvae b,S -〟'/7lt/L7LLJN5'S C,Sole'JAr′"St･1JIern'

d,fh /I,･oJ･eC/P,IyeSSOe,一∫,5 e,PluteusorSpaLangOldea
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られる｡I-ゾイ/-/)I/ガイ Iype.1オノガイ IypCの仰iUよ 舶に仰=本数も多く その分/畑Irl,]はホクテガ

イに似ている

斧,r亡斬以外の浮遊幼生で州現附本数が多いのは搬Jk動物のt)JLtであるOなかでもオカメプソプク,カンパ
1/軌 ク)_-ヒトデ焔が一般的であるが,これらはほとんどEl,]じJ:うな分恥仰向を′】､しているOオカメ7'ソフ

クの幼生の'/llJllrqのみを FIg.3【1,4'L5C.7Cに示したれ 郎);L501卜 1,UUUm付近に海榊これって締鮮度

の地域があるというjfjil桝仰只の介EHと似た分Jrlをしている またエ/バフ-/ウニ幼生は,62iL三は少なか

ったが.'6Ll,'t1541はオカメプソブクと似た分和を′トL ヒトデ灘幼年も帆は数の多いJ'iトと,少ない年があ

るがその*/T】はカーカノブソ-/ク幼L_i-と似てし.る

脱)法難l柑uの//?和は 'FiコイTの印料を Flg3C.Lleに′トしたが, ▲舶に軸榊これって瑞料こ'G.鑑の市い地域

がある点では他の幼生新と似ている.しかし群雄の前い地域とtLtL､地域はI?妃軒IfltlLや林皮動物幼生とI',l

只なっている また開襟ごとの速いもやや大 きいこ多毛BUJ)生は '6124T-のrl料を F】g3(,4[に示したが,そ

の分和は内詐tWJのごく抑 1-Vこかざらitている また'65年もほLIJit城に//)-/1Tしていたが､Jt燦的Tll料こ多く,

'64年6JJ25nはii5鋭仰仏教は少ないけれども取岸501ト900mで多くなっている.ただ脱11塀州11と多毛
規幼生は唖の査定ができず.座卵IEIl.77遊fm関など只なる椀の幼/1=J/.aiじているので.一般的な//lJll仰向を
論 じることは州幣である
'6LI年5月22円のu血生からrkr紐までの開発の郁机肌の出現状態は F】g.9に7】,･した,また月別の水臥 Jt:

iliの耽iltlryE架は T,ll-lC2に′l=した｡ウ.てカナィ, -ゾマテガイ稚1L TFjLi耕柵只の介..rlま st.36から st38

T.bk2 W.LlerlempCrZ･turean〔lSG (15oC)ofeachdepthlayer.
June 22,19糾

rime YL8.｣0 Y29.日)t5.5 Lt9.35 159_506.2 2610_16 36!0_40 L:L1ll.085.3Depth(ⅠⅥ) 9.0 ～.2 5.8 5.0

56 67ウ 78 88̀ウ 98 K3王4.2ー)7.0 KJ1川.407.51川1eDepth(m) ll.3日li.3 1一.357.2 13.α)7_0 13_257_8 13.557_O

Temp.S.GTclnp.S.GTempーS.G芯FTeml).S.G･T Temp一S.G

Om hyer2m_Ilm6mholtom Ⅰ4.722,tt 14.7JLI.313.713.7】3.722.822.722,8 14.522.7 14.6tLlr313_913,8ユ3.722_722,72二～,22.82211 ユ4.314.114.013.922.7 1∠1.21月.0廿 013.622.722.822.822.8 15.014.314.413.J113_522.822_722_713.713.7 32.822.813.82:～_8 22.8



50

40
30
20
川

50
40
30
20
10

00
80
60
40
20

00

80
60
細

か

∝
加

I

NILl17)hrrt♪

d /~＼

/＼.ノ＼ ′一/一′

I / ＼ ■＼ - ･＼ _ _ .＼ _ _ _

g /

･･一一/ 一一一 ･一＼

K2 K) 98 88 78 67 56 46 36 26 15

SlllIOrL

F'99 Thehorl之OntaldlSLrlbutIOnOlplankton.clarvaefromYamtlkosh日O

Kunnul.OnJune22,1964. a,Totalnumberorpelecypo(1alurvae b.S

sL･,J･uILr･e･lftS C,Sole,Ikr,･SC"tCr7LL d,PLY/,'LO♪e(/e7,3Je-SOe7'S'S
e.PluleuSOlSpatilngO･dea f,GaslrOpOd.,1)arvne j!.SeLll'ngvolume(cc)



23

までLLl現佃帖故が多く,sl.26から山越紬と sL,98から国縫OPlでは非常に少なくなっている ･+.タテガイ糾

ILもほほr.I)様の似内がみられたが sL78,88がt柑こ多い 収ji塀触IL.焦皮動物の幼生も同じ節向を小すが,

錬成動物の幼生は,lTlg.9eのオカノブ'/プクの幼生に7Ⅰ､した1うに山也の端で朽び多くな.,ているこまた

芹妃釈紺lLでもホクテガイを除くとIl個の端の地/.'･.でiJfび多くなるqL向が見られる

'64年6JJ25EIはユーラップ川rlに近い51.26と例年民地能Ilの多い st.56.5Sの3地点で層別採集をお

こな.,た ウバガイ浮遊椎尺は出現個体数が少なく垂山介和の約款はあまり明瞭でなかったが.sl.2bでは

いずれの周でも操典さltず.sl56では水探2m の僧に多く.そのi■Iの st58では水深4-8m周に多く

みられた 芹JrL仰牡Ilの合計では st.26.56では&用で少ないが, あとは氏までほは-様に出現し.sl.58

では水抹8m居が多くな･,ている｡,JJ/くガイ以外のJ,･t足耕糾LLはui現収は政が非常に少ない｡叔皮動物の幼

生は柑こ-iilの水派に多いという依向は見られないが,エゾ,,'フソウニ.オカメ7-ソブタ,カシバ./耕.ヒ

トデ鉄の幼生は既朋に少なく.クモヒトデ塀の幼生は皮層までかなり一様に分布していたb

'65年6JJ28日は仰年浮遊能flの多い黒fi前で庶持5(札 gtKL1,5(mmの3地点 st.67-69,69'で月別採

JRをおこない,一部の懲別分JrlT同を Flg.10に摂人的に'T;した｡ウバガイ樵兄は Fig.lubに-,[;すように3

地J.1..とも表層にはほとんど山y.せず.st67では水深2m周に多く.sl.69では4m居に多く,st69′では

水深4m以探政府までかなり一様に分布していた 斧,re耕舵Jtの令.ilおよびェ/1テガイ鮮且もITlg10a.C

に77こしたようにク,=ガイ脈LlとはEi'同様のqL向を77;しているが.ホクテガイ鮮只は Flg.1(1dに小した上う

に st.671ではほとんど伯別せず,st69では水Tx･Llm僧.st,I)9′では水深6m以深に多くなっている エ

ゾイyカケガイ type.オオ/ガイ IyPeの離尺は国に示さなかったが.ホクテガイ椎具と同様のql向を示し

ている 林政動物の幼生はオカメブソブクのみ ITlglOeに小したが.カンパソ撰. クモヒトデ顛いずれも

rr･1じ仰向で3地点とも水探2-LIm周に多くなっているが.ェ/′.'フソウニ幼生はごくわずか st.69′の水

深J1-6m周においてのみ採Riできた｡脱rt耕純良と多毛頂幼船 上Flg.10(,gに77-tしたが,分布の利まウ

バガイ舵八と似ているっしかし,脱凡薪抑11は.>ノてガイEu]雌 沖のJiに多く多毛桁幼生は岸の方に多くなって

いる｡

'65句の洞爺も一,架から水平分布と1･Jl様に ウノくガイ耽Rの故艮別'/[祁回を拙くと Flg.11のようになる｡抄

戊20rI-220l▲の舵71は水深12-4m跡こ多く,220-2L10/▲の榊1山王沖の)I-では政周まで分布がひろがり2LIO

IL以上の恥入は sl,67で少なく沖のさらに深い掛 こ分称している 瀬蚊動物の幼生も pluLeuSの腕の款で
sLageを分けるとオカJブノブク, カシバソ畝とも stageがiLEむほどJ/)恥ま沖にかたより, カツバン新の

変態rtlの仰木は st.6(J′ではLl'居のほか収用にも出現していた-

(37水平,垂山分布の要因

以 lj並べたごとくウバガイ椎貝をはじめ芹JTl茄の浮遊唯uお1び凍皮動物の浮遊幼射i3カ年の調査結光
から見ると,牛に上りむT･の違いはあるが.かなり特級のある分布qL向を持つようである またウJ;ガイ脈

山王発'ffの遊んだ佃帖ほど若干沖に分-JFiがかたよるが,朝の査定が可能な吏長約200pの個体から変態LEl前

と思われる放火280IL以 Lの個休まで坑 はは同一の地域にu在していることから,海流IL:どで遠方に流さ

れることは少なく.比駿的沿にとの近くに安定しているのではないかと考えられる｡沿梓の湖淡については.

織に釈渦せず風向と&樹の渦決を扱寮した托虻であるが,'64勾-6J125日は雨の風,一65年6月28日は南西

の泉で-&月の瀬淡はJbJ酉から北東と沖に向いていたが,ry,;ガイ維只の分布は,!R省側で著下沖に,内油側で

若干料こかたよるという影野が見られる臣鑑であった

ウJくガイ,エ′マテガイの浮遊樵Rおよび頼政動物の幼生は,照IRの布い地域はかたらずLも-放しない

が,比較的よく似た分AJTJ仰向をJrJ､しているCしかしホクテガイ耽jlはウノてガイより沖に分布し,多毛双幼生

は梓に近いところに//)布がかたよるなど奄Eiに上って必らずLもr･11じでないことから,浮遊性能只や幼生の

分布が)iivこ海水の渦淡などの柴耕作用の抵架によるとは考えられない このことは沈澱丑の分-JTiを見ても,

もっとも典型的な牡合とし{'64年6月25Hの結果を Fig.5tに′lモしたが,ユーラyブ川rjの前でE干多く

な･'て,､るほか,いずれも水深とともに増加し,水深で湖って海水特化休耕当りの丑に換井しても,柑こ邪
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F･g ll ThevertlCjt)d･sTrlbut･onofSj･'S,I/(Ilarvne.'neachshells】zegroup,onJuI-eO8.1965.

和されたと巧えられる現象は見られない｡ただ後述するように.'65勺ニ6)j26日の沈澱T.I.Iの''1巾こは11-T的

児な現象が見られた,

'62咋6Jj溺 Ll,7JJJLnの耽只の水､ド分和を見ると,ユ---//プ川LEから化罰榊こかけて沿岸部に椎貝が

少なく,糾JHJJ(の影好ではないかと考えられた｡ しかし'64咋6)122FTの結城を見ると,Fig9とTable2

に′L･すとおり,&層の比布は山越の2地r.I,･､で若干低いが,縦Jlの少ない st.4,15および国縫側ではほとんど

15つC換T)-で 10220以上あるOまた山越の2軌たでも水深2m以上の層ではすべて比屯は 10220以上であ

ったOまた'65咋6月28日の調査ではユーラyプ川｡のすく･FWTの sL13でも比弧はほとんど低下せず,ウバ

ガイ仲山の照 JRの 約し､池弧 状い地城でも,Jt並ではほとんど訂_がなかった このことは層別観察の枯淡か

ら見ても,ウ/くガイf作Rはぷ層に少なく水沫2m以深の周にぶり,比ir(はiZ増で低い地点でも.水深2m以
保の屑ではほとんど下らず,このころの時期では河川水の形掛 lR樹のみでウ/(ガイ鵬且の分布にはあまり

影告しないとjえられる ただ'65年 6月26E]の炎眉の比和 まF鳩,6eに′J､したように,3--ラyプ川 Ll

から山崎にかけてと,L]崎 から沖にむかって伏くなっており,この時の沈澱17Tiもこの他城で少なく,ホタテ

ガイ舵良も少なくなっている｡このことから見ると河日水の影響も畔地ではないと考えられる.

ウ,;ガイ71乎遊批且のaL艮別の//1巾を見ると水ヤ分布では発育の進んだ棚51(王どYrMLLJに多く,丑山分布でも

発Lffの進んだ椎貝ほど沖側の深い榔 こ多い.またホクテガイ椎貝はウノ(カーイ恥入 より神仙の深い用に分JlJL
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ている ただホタテガイfT(flはそのEll現Jp】の後1抑こあたりかナ⊂り発刊の進んだ僻休が多いのでホクテガイ軌

八の一穀的似向かどうかは不明である しかしこのJ:うに押述作縦lL7)分Irlが席や発予のFl畦によってSUL:

ることからJfえると,押遜作Mitの分/Tfが潮紙やrL'FJH水の撫旅的作川できめられるのではTi:く.逆に潮流や

河川水の影辞で作られた沿i;!の水塊桝並の小で.それぞれの肌只が発nlo)印鑑に応 じて奴自な介JFfをするも

のとキえた方が正しそうである '65年6JJ28Flの水鮎. ltTr(の用)71位淵の結果を Table3に,示したが.

sl.69′では政局の水掛ま12･1'Cであるが.sT.48′､28'では93C.9Lr'C とかTL:り咲く st48'28'付

近では氏掛 こ沖のわ水が出入したと考えられ.水平'/1布でこの付近のウノミガイ従兄が少なくホクテガイ牲且

が沿い近くまで//TJl)している点とも一致している ただ'6LI年 6J】2.3日の山越から国縫までの調査ではウJミ

ガイ肝11もホタテガイ肝ftも(tiEi立もrdlじような地理的変化をしている しかし.いままでのPFflから号え

てi7滋作･の肝只や幼生が梅坪に沿って狩状に分布し 所に上り料こ近ずいたり榊 こ山たりしているとすれば,

こq)ように海榊こY･行に弗査地点をもうけても地理的//1JTJの特Mはつかめないと考える

T･u･3.WatertemperatureandSG(15●Cloleach-leplhlayer
June 28,lpl退

Time 67l∩.2n6_0 バ910.58 69■ll_25 46)3.10 JJS】3.27 Jは'13.50ll.2Depth(m) 】0_5 ll.I) 6.) 8.0

TemptS.C Te-p.Js.G Temp.S.C Temp.S.G Temp.S.G Temp.S.G

Om layer2mt̀m6m界m10mbottom 16.4ー6.315.615.4 22.322,922.922.7 16.616.114.614.0⊥4.2日_8 22.322.G22.723.Jl22.923.LJ I一一.5 :I2.322.522.C23.022.93,0 16.315,4]2.512.Jl 一､つつ22.5ニ2.62:≡,8 16.115.3ll.8ll,3ll,3 2:三.Ll22.522_722.622.6 15.715.2i3.3日.09.89.39.3 22.522.A2:～.522.822.a22.76-3.713_I12.3!2.(11二十.I

26 28 28′

TlmeDepth(∩) 15.157.0 15.30リ.5 15,Ll5JLL0

Te-p.Ls.G Temp.S.G Teml).S.C22.22.822.22.822.922,92Z.9

2 比fB推fLについて

氏姓批fLの調査は Flg.1の詞査地毛にもとずいておこなった '6'1年から'65年までの調査で採茄した生

物のおもな都Blは次o)とおりである

芹足邦ではウノくガイ,き./,:ヵガイ.サラガイ,エ′マテガイ･オす ミ/ガイ,フリソデガイが作曲であ

り,この他チコノ′､ナガイ Pltelelloj･SPLLlc/Jet/(A･A.- .selREEVE),ナガ.)ノミガイ ･V Ln･l′~o"te,tsvoy,
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HI(･sk〝'LaI)All" カガミガイ t='ノスガイ. ェ/メ/ノガイ. エ′イ/カyガイ, コクル ミガイLi'J川''C

II/LLIll)LLIIJ(MoNT̂ GU)などが時々採集された

腹疋掛ま郁mも伽件数も少なくクマツメタガイ,キセワクガイ J'Jzt/u'LJa'geyJIlL/(I(GoLJL｡) が時 採々触
されたく

搬皮動物では-イイT,-スノ-カシバ L/が位も多く,オカメプソブタ,-′スナヒトデ I."IEJ･"ye-soe-

′･sL∫Go･ro,クモヒトデ節がt採兆された

このほか甲凝析.多毛机が採光されたが記推しなかった｡
【1I分布と山現価向

各調査に13･ける採兼生物の偶作款は付衣に,JIL,ウ′てガイの地点別出現偽作nl土醗式的分布図としてFig･

12,13.1Ll,15に.JJ;した

伽年の故初の椛八調査は 10n中仙かJl)日.tJJにおこfJ:った-'6=呼にはウバガイ碓11は F]g12aに小し
たように山崎から大川にかけて掛 ;ゝ500-70llm,/Jt探7-8mの付近に海榊こ沿って,4-5km の良さ

で帯状にd7J締腔で分布していた. また!.lL,I;.LからイE附まで照度は小さいがかなり広範剛こ分布していたe'63

若T･分和していた.lH畔 】2J].I.I.u■さからrB練にかけて調点したところ Flg.13bにますように境界から北里幹

にかけて, 肘 IrL500-7011m.水深6-7mの所に,海榊こ沿って滞状に応鮮度で分布していた '64年は

F･g･1Llaに′Jくしたように,山崎-大川の肘 I,'700-90Om付近にL'干化現してし.たが,'62年に比べ据虻も′ト

さく分布転用も狭く またこの地域以外ははとんt'分布していなかった '65年は Flg.15に示すように花

浦から大川にかけてかfi:り仏柾州に分Jr■していたが.一地点当りのtl低 僻仕掛 i非常に少なかった

4中間の内圧耗Ijtから,八･J'jK)榊こおけるウバガイ旺tk能FtのW.現性向札 一也に肘JF500～900m,水深
6-9m付近に,軸料こ払って欄状に靖虹の杓い旭僻があり,柑 こ紹度の荊い地掛 iLLi崎～大川付近とJlエア;-

～北盟印付近に分かれている '62'lTJはtd心地IL_を調度していないが .lHltの端にrl1-頼政の指し､地域がある

ことからおそらく'63年と川じように北出納 こかけてもけ'.別したと),えられる｡'634f･はJLL.i.lLl'1-北i:'Lnlこだけ
LLl'.現し･'64咋は山k:卜人川付近のみに出現し,'65年は両地域とも少なかった すなt>ちこれら和 也城のウ

バガイ旺性能且の出現丑の間には平行関隣はないといえる

ウJ:ガイに次いで多故山現する椎貝は -′,<ヵガイである '62iT:のエ･/ノ,'ヵガイ靴尺の分Jfiを Flg.12e

に .Jけ が,ウバガイと同じように山崎～大川付近と,I.lt.TJLの端に舞狂の応い他帝があり,ウ/くガイより岩十･
沖洲に分小JLていた｡'63年以掛 三回に′Jささなかったが,'63叫 ま山崎～大川の節目IL.!70U-900 m付近に農十

徳度のおし,地域があるが,'62年に比べ載多出穀個体政も′トさく分布範uaも狭い｡しかし1地点当 り1-5佃

の低い衝虻では かなり仏範関に分布していた また 12月の凋盃ではウバガイ批只の多かった.Fn'Lt～北朗巨

には-/I(ヵガイはほとんどELl.現しなかっ た｡'64年はやはり山崎～人目の掛 -,170O-900mI,1近に照 虹の苅

い地城があり,般多uJ.説仙休掛土113仙体で,162年より大きいが,分布範跡 ま非常に抜かった｡'65的 ま密
度の苅い地城は,Lu崎～人Jllの鮎粒700､･900rn付近で'64年より介lz'範凶が仏く,JI11■;-の鵜には少ないが
花輔の肌にY.IT密度の',-EL･地域があ.,た.

4年間のエゾ′:カガイ氏fM ulの出現依向を見ると.ウJ:ガイ同様に海料こ糾って稗状に応密度他作があ

るが若干ウバガイより沖帆に分布するでまたウノくガイと向鼠 山崎～大川付近と,F糾 Iの端に掛 こ密度の店い

地域があるが.両地域の山現地の間には平行側線はないーまたり,.'ガイ丘陵鮮且の出現丑との問にもFM掛 ミ

ない1うである

r-}′,'ガイ,エl/,:ヵガイの托披批11とも ･Ni的にHl現出の多い時ほど'6度も描く,出現する地域も払い位

向があるが.'64年のエ/,,'ヵガイの1うに肋多出現個体数は 113†州本と多くとも10個体以_LuJ.現する地点

が6地点しかないこともあるO

ウバガイ,-I/ノミヵガイ以外の庁hi好岬1-1ではサラガイがごくわrliに少放出現するほか,他の祁掛 ま非常

いた｡その他の動物の幼帖では-スノ-カシバ･/が穀も多く故往2cm以下の例休は ほは一全地域のJ'Jに近い





0o
oo

F;9 13 1､he(llStrlbul■OnOryoungshellsor･ゞ J〟`/'̀一/川 LJ"-′sWhlChdepos.ted･n1963･

ところにu'J現するが.咋により少ない時も地域的にかたよった'/1布を77;すこともある｡

L2)押遊卯flと鑑偵HUl.q)州別M向とのrW紘

ウJくガイ舵尺の押遊期間は20-25円 (今井1953.林ほか 1964)であり,しかも産卵期にもかなり佃があ

るため.今rEJlの1うに 1sea50n2円の網走では浮遊伴貝のtli現品を推定することは閃#である また良性舵

lUこついても.汀遜耽良の人ききから耗忘して.ln.11月の踊査では縦Rが昧掛こ捗1L-[してから的3カ月近

くRi】があり,かならずLも比駿移向U'i後の状態を稚しているとはいいきれなし, ただ関東した掛川で各年次

の出現ij:の肌位を′I､すと押遊維且では1965>'62>63年で,政使臥只では国縫を除くと1962>'64>'63>'65

年であり,浮遊fftftの舟も多かった'65年に丘陵推兄がもっとも少なかI,た

ウJ{ガイの浮遊椎貝と氏は維fIは一般に海IIIlに約.,,て常｣山こ密変の付.､地伴があるという点では似ている



F一y.14.ThedlSlntJLtlClltfyounF;Shcl150E.t ∫̀LrJILJI'HrJLuSWhlCh(lcposllClllnIt欄

Ⅰ5,0{t 1965

Fiq.15.ThedlStr】buL■OnOfyoungs1､ellsofS ∫L'CJM IL,･27一∫tSWhlChdeposltedln1965.

那,放校肝只の多い山崎～大川付近は浮遊縦11の少ない地城である｡また浮遊性只の缶長26OFL以上の個体

は転相9LY)m以上の採い周に多くなるが,鑑は批只のもっとも多いところは掛IIモ5仰-900m,水深6-9m

の付近であるbウノくガイ以外の生物でも*カノブ./ブタやカシバソ薪の浮遊幼生はウバガイ浮遊純良と似た

分'JrT'をしているが,-スノ-カ/バンの幼体の介-JTlはごく約榊こかざられオカノブ./71クの幼体は沖の炭質

が泥の地域に分和し,浮遊lU】と成仏移rr後の分′仙まかならずLも一致しないO

-肋 こ浮遊生Tf,をする幼生が変態して比は生紙に移る糊合7こノツ,r=:ml(礎永ほか,1942) 多毛敷 (Day

T汁Tetal】93JI)などでは.托門とのFW綿で変態が捉進または避妊されるといわれる しかしり/:ガイでは
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珊 1-'tFaLiEJ.)でも11†血に変態して比陸生所に移ることから,托ffとそれは>_'彬締なF比=如 ミあるとは-JfえられlJ:

はみられなかった ただ.),:Uイ浮遊臥flの場合でも人然で採生した佃体を郎1け ろと.20l､I▲を越えたは

かりの仙仏でも.3(nFL以 1.の船体でも構f･'7ほに 入れて2.3日で変態し.FTiJ芯では胎戊は小さく蛙^では
大きいことから ･忘の大きさ以 J二の鮭川では条件によって 変態が促進されかIT肘生もじ･>うぷんJfえられ

ち .

一触にウJくガ1の昧腿ffulが多く,Lh配する地域の水掛 土.bE.糊によってかなり舛なり.はいところでは11.

洲の水深 Inlから稚いところでは良万邦の18mまで何がある (ホッキガイ研究yルー7',1963)｡～-独糊

で縦も'lして湘庶した例は少IL:いが,調Jkした範即では旺駿印11の多くLu現する地邦の水深は,独切によりか

なり的役があり 一般に泥掛のJL.棚 .すな)フち泥熊が‡L,tに近い弛糊ではifE貝も放し､ところに多く.泥線が稚

いところでは縦flもないところに多くLIJ.別する上うである .'/ノミガイが氏睦に移行する時期の海洋了的粂什

については調点していないので人体的にはこの帆陳は不明である ただ先に述べたこうにウバガイの発Tfの

進んだ717-遊掛Ttはirl･の探い帥 こ多く.Nelson日925)がカキについて述べたごとく外洋の海水が氏ia)にti入

し削 '1.-水との境界面にfit-八が常雄するという現象がサえら11.境界T71と両氏の接する付近で托tLE純良が多く

)IIJgLするという"r値f'紬'tJは_られる
【3)民権仰ilの怨艮机収

'62年から'65年までの川,llJjの劇症でのウバガイとエ′,.'ヵガイの庶事E臥Llの改良組成は F･gsl1617,

1819に示す また地城と水掛こよる肌iLの大きさの必 ･を見るため.'ti2年のPffIから詞五線を内浦榊か

ら5鼻ずつまとめて絶域を3区に分け.教区fllに肘 Il'酢掛り.Jiこ速足机成を入ると.FIgS:札 21のようにな

る｡'Lj'-現個休散の少ない地l*_もあるので附 も政で小した ウバガイ,エ′.こヵガイとも地城的にはあまり方
がない｡ただり′てガイは榊 こ近い地点ほど故良がt大きくなり.エゾ.くヵガイは肘 -.'500mよりll.iClqとill】脚で

収11が大きくなる付l向がみられるD'63'lF以降の地区別放良組収はEid,J､してないが,いずれのくFも他城約に

は大井がなく,ウバガイはJL,i.こ近いほど叔戊が):きく7'j:るが ェ′.=ヵヵーイは他のil'･では姓りllW;掛 こよるおt

戊のXはあまり顕満でない｡

Ll'lLi間の哉良紐状を見ると.1().11日のウノ=ガイ蛇は舵illま大fMlが怒艮5mm以下で.Modeは16-

25mmと基節などに比べ非常に小さい ir;･.こよりltloLleや分級にT.･t二の追いがあり 柑 こ放出の)(きlJ:伽

体のH甥 串が火なるが 先に述べた如く.即fiは料こ近し､ほど顔見がL大きく./I-による分/l'の追いによるた

めと1,-A,られる すなわち'62年は分小梅糊が拡くtllt近くまで仏が･,,ているため分伽が人きく '62.'6317J

は介111範州が挟いため分散が小さく,'65約 1分布が比較的榊こ近いため):きな納体の州別ヰくが化し､｡

このような距ILl†郎願による故艮親戒の/T/早,室蘭に比べ印flが小さいり:i榔こついては水掛 こよる水W..tの).
剛のid,庇随拶行時fEFlの追いなどが考えられるが現什_のi2料では確かめられない ただ少,:ガイとrLqじよう

な飢料をとろエ//くヵガイではこのような水掛 こよる,Yーかないことから,糾料はあまり彬中がないと考えら

れる｡

tJIl ウ/:ガイ珪睦樵且の移軌 成長.減托

llJi以降のウ,(ガイ肌rlの分1Tllについては F.gs.12,13,14,15に′J､したが,10,ユりlごろ附 'l土50U～

900m付近に多かった仰川 ま型咋6JlまでにIII./に近づきFirl.loo-:OOtllfj近に 分-/TJするようにfJ:るoFIJI.I

Lr)0-20tJrn付近は相対的に多くfj:るだけでなく地∴'...当り僻目本数でもityL加していることから,減粍ヰくの,Yによ

る見研け E.の移動ではないと甘えられる しかし川,llF】にflt只の少ない地域ではその後も山現したいこと

から海砂こ沿･'ての拶鰍 iあまりないとF,えられる このころのF'JJくガイ舵只は放良も小さくU力で移動チ

る連敗もあまりj:きくなく.移動は他動的なhが大きいと考えられる 八雲付近の冬制間は朽如 こ多くねも

机く-ことが多いが,時化の粥は成只が多槌に打ちl:けちれるほどはげしいことがある｣このような波沢によ

るflけiの移動も大きいとJ;えられるが,砂の移動など鵬推していなし.のではっきりしない｡またエ･/ノミヵガ

イでは'F.3叫6J】の//)イrfを 1丁目;,】コ(にJll･したが,あまりji',に近づくという帆加工見られない

Il月以降のウJ:ガイ エl/バヵガイの収艮耕状は FIgS16,t7,18,19に小したが,ウノてガイ推良の成
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位は非常に小さい｡tt1.1日1から電ir16)ほ での成淡は平だ)放戊で(i13-071mm でありModeでは0-
】0mm である もっともf戊戊のよい年は'62111-であり このEI--はffHLの出現ULも多く帝姓もIl古く.伐良と

帝姓とあまりl対係はlJ:いようである｡.yJ:カ'イ当咋11の成Jiについては調鹿は少なし･が.川合ら(1956)が布

珠のPAll別f?脚で 11日からLIHまで創作した城介もほとんど収滋が見られず.111本tl糾7)の1-.i71LのW,',i
でも.冬JWLllの成良は少ないことから^T3だけの柑Jl･ではなし､と考える

また.>Jくガイ印Rは習作6Jほ での関に地!!.I.1り納経政も少なくなり.分llJ範州も狭くfJ:る 11日以降は

今池J.'･.凋任していなし･ので災(.･･'r:Lを樵k'することは課,Y壬も人いと考えられるが.用点した範Emで推心すると
TableLlの如くなる 採泥料の劾ヰくは 10000とし調査地点の密生がその付近を代LEするものとし1= 調奄

範粥は分布の･1心 をlthめているので波柾のlI射 上村られると思う また同地地区は除き.^ぷ抑r切のんの現

lt･FLを舵'jiiした T.1bleLIからわかるよう.こ10.11日にItベ #;I-･6rIには推flは IIOもしくは l川以下に

なり.111に2.3)jごろまでの械托が大きい ウJl'ガノffりIQ)拭托についてはいろいろなu;I;関がL考えられる

採泥紳こよJ'て採収される帆Ilの死徹には辞孔11二八郡による穿1Lが時々見られるががrT.切におけるクマガイWl

の生Lr.川休数はそれほど多くないO繊維がiP_irTの 2.3)lごろまでに人きく.それ以降6Jほ であまりノこきく

ないことと,内州では州lLが.少ないにもかかわらず1','FfUi:ど幼flを調査するとLlt崎～大川とあまりかわら
ないほど生.U.しており,lJjnnでの減確がUJ崎～大Jll.一枝LHなどより小さいとJr,-えられること.冬刑r;FIの時化
による成11のTTち上げがノくlll～国縫で折しくLEmrL 内浦で打ち lげがないことfJ:どから考えると時化に1る
減耗も大きいのではなし､かと考えられる

I5J 6日以降の溝1'Ll-1tについて

ウ,.'ガイの産卵期は大作6)】ごろであるから氏は鮮ftも6日以降を汚 1咋Ilとする '6:三年より'65il三ま{･

の調査で採娘された満1年只は非常に少なく '6:三年12月に st.71で鼓艮162mm の個帆 '63年2)JsIJI3

-53でJ4Llmmの佃Tf本.'63咋11月に st39で211mmの帆はだけである 6)】の醍Rの生息掛二校べ

その後の採ijS佃体教が少いのは,ウノ1ガイは)'32戊がノくきくなるにつれ糾こ深くもく･るようになり 採泥貨芹に
よJ,て採ijlできなくなるためと･<えられる また ll,12Jjの批lLが 16-2Lmlnであることから6ノ】以降の

成長はかなり大きいと々えられる

TaL'le4 TlleStan(tlngCropsOlyoungcLamstrlYaktJnOate.lChln,･eSL)gallon

(unll thousLmd)

問 題 点

ウノこガイなどの浮遊川見,幼LL'.の分L/l,を見るとむ水の穐紙的n(那-こよる形書より 恥見や幼′巨白身による
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ll-,U機の選択のノ)がかなり);きいように思われる-また狩遊ffrrtの倣止別//1/T｢亡もかなり失なっており,こ
れはrl三見の城見 発†ftこともなう生所内'1Fの変TLが大きく作用すると号えら九る しかし今河の調査では.

肌ttの生活内相 こついてはほとんど詞禿されず.また噴境についても.水温と比爪しか調査しなか.,たので,

梅坪pl'的粂作については,rl,体的にはわからなかった ただこのようなごく約ぢLの氾水の状態は変化もはげし

く.一般的な海FFT':の手法では水塊の構造や変化を見ることは閃難であり 戦きJlた問題も大きい 特に今

riilの請託では正腿椎貝のLu現TTL変動の帝国についてはほとんど不明であり!字遊期から庇任に移る時の状掛 こ

ついて.今後柑 こ追〉托しなけhlirならないと考える｡

また今回の調恋で政楼移行巾後の附貝はかなり多iTLに山現するが,その後の滅ftがかなり大きいことがわ

かったが,その碗関については柵定の城をLI'Jない｡今後雑tl=L=防lLの州所手放と以】迎させながら丘モ腿相見の坐

Tf'内''(Fを明らかにLWt権の原田を追求しなけ九はならないと考える

要 約

1962年より1965J'11-までの4年間.八ワ…MTH11L,'においてク,,'ガイの 浮遊手性Llならびに庇駿ffulについて調
衣をおこなった｡

rl) ウ,:ガイの狩遊仰Rは距TTri500-I,OOum付近に砧LFに平行に襟度が市い地域があり,川崎のぶlでrd,

度が低く,両OLLJの内浦側とノIIJ 川LLJで済度がi.lJくなる仰向があるO

(21エ/マテガイ浮遊枇11.枚皮動物の浮遊幼生はり,:ガイ推itとr37様の//[1Tl似向をもち,ホクテガイ,

オオノガイ typc.エ′インカゲガイ LyPeの浮遊経穴はウノ:ガイよりMt帥こ分布する性向がある
【3】 ウ′てガイの浮遊推Rは発fiの進んだ仰Itほど神州に分布する また垂直分布でも殻長200-220ILの
批只は水深2-4m屑に多く,26UJ̀以 Lの惟Rは沖の水深6-10m屑に多くなる｡

(41浮遊性の僻見,幼生は矧 こ1って分布が舛なり,発育の挺蛙にJ:っても相iBが見られることから】こ

れらの分布は卿 こ潮流の機械肘乍川に形称されるだけでなく.沿LL,三の水塊の中でそれぞれの柳川や幼生が自

己に適した生活の域を選択する力によることも大きいと与えられるO

(5】 ウバガイの鑑怯椎貝の分布も拒梓50O190Om.水深6-9mの付近に海料こ糾って密度の慮い地域

がある 柑 こ'#雌の広い所はllJ崎～大JIL付近と,r邑岩～北で姓汀付近であるが,両地域の.IJ.現俺の年変動の間に

は相帆仇係はない｡

(6J エゾ′くカガイの氏怯肝IlもウJl'ガイffELLと似た分布梯向を,Jミすが,ウノミガイ椎貝より沖にかたよって

いる｡また両瀧の椎貝のW.現鼠の年変動の間にも相帆rA)齢 土ないE,

(7110,11JJごろのウバガイ托怯相良は,Py-I?LR滋248-398一mm,Model6-25mm で大部分の榊1本
は50mm 以下である.

(8) .'/′こガイ床版経典は翌咋6月まで平均故長で013-07lTTlm Lか成長しない｡ また稚11はこの間に

距粒 100-300m付近に移動する しかし鞄榊こ平行な移動はない1うである｡

L9J ウノてガイの放校相見の現存量は10,11月から翌年の6月までに的 yIOもしくはylO以下に淑少する

【10)･ク,{Jr'イ政随維且の拶軌 減耗の即凶としては,冬期間の時化の影啓が大きいと考えられる,

文 献
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ApPen(LLX1.Tabtcort'lanklOnmaterlals,sampledbyvcrl,ca]

IiltlyVert)Cath̀IUhonrtLne川.lgE12.

l ? 3 Ll 5 6 7

TimeS.C.日5○C) 9.255.0 9.3r)Jn_ 9.A15. 10,055.t 9.5510. 9.5015.0 ]0.155_U

UmbostageLarv.1 81461913227ト 恥 )82848i82126 03315/I47 15l̀】】224】○12 I】hj 477 日】32
LarvaolSjH■.川/L7.～ ./1'L/iJLL,Zt.'.i-'.SilIlqluLEtlTlLP〝ti′LO/'tV/,J"yl,.ヾ.ヾOL,∫-ClI'′′0(-̀Lrdi′〃〃lype'̂IylTtyPeTotalofpelecypoda】arvZl /58573725L 38ユ4227613ごと ウ9･ヽ32810187

Gastropodalarva ⊥89 537 4′1∠l 539 1,goo .1⊥2 1,870

P】uteusoFRegu)ariaSpatangoi(lea つLl1 1 2 5362

tl7 367 3 12′l 31 9 3ー)

CruStaCeaZoeastagelarvaCyprisstagelilrVa 6 )2 4 I ll

TimeS.C.日5○C) 9.255.0 9.3r)Jn_ 9.A15. 10,055.t 9.5510. 9.5015.0 ]0.155_U

UmbostageLarv.1 8146 )82848i82126 03315/I47 15l̀】】224】○12 I】hj/58573725L 47738ユ4227613ごと 日】32
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1-.LUIsandl'uml)'ngfromSeveraldlllerenthycrs.

8 9 川 1 一ウ 13 14 15 16 】7 18

10.2川.0 lO.:ift15.O ll.αー5. 10..-.川. 1(I.Lll5. 日._5, 日川. 】ll5.0 ㍗ 12.0015.1)

427hI148 9I8199165 911Ll3115 43I2714598 I411I42 il2日6141 ウ●1.1′3 IIll11,159 LlI1277 IIー;141∩231 il53l>1131474

46q 91n 960 690 ),750 72 47BBq 可 7ul 620 410

13 I4l 8LI5 ∃ 33, ′419 8ユ7i 1∫Jl31 巨 /

司 司 り 司 2 A 司 司 2 2

1 】



LiO

121byvertlCalhaulsonJulyLl,19tLJ

2 LI 6 tl 15 17 24

TimeDeplh(m)Watertemp.('C)S.G.(15●C)Seulingvolune(cc) 8,202.0 8.289.0 8.3=川.7 8_583.5 8.506.0 8.Ll210.∩ 9.102_つ

D皇hape(HarvaUmbostagelarva 14 尺14L891I57_ 】97937IA1̀l tン1522!) lLJ:I3617 413Ll53ユ23 1Larv.lOrS♪LLs"/LLSLL,hEZl,'IleT,SisSiliqlJ{Ja/ILLf'"/ilIOJ,erIe′一yeSSOe,-5iLMyLilidaeC/iHOLYJrdJ'LLutlypeÎy(Itypeotherspe cLeSTotalofpeteeypodalarva 1∠l )61

Gastropodalarva ]lF)Fi115 17 21 59 39

PluteusofRegulariaSpatangoideaCLypeasteridaOphiopluteuslarvaBipinnarialarVa 1275491 5516 .1 lJ7 1392511 1】

1 9 司 ･司 7 1

CrtLItaC●aZoeaStageIarVaCyprissta8eLarva r〉 6

CyphonAuteS)arVa I



9.175.8 9.2∩9.2 9.502.1 9.465.6 9.ilo7.3 10.I3. 10.156.2 lO_18A.一一 10.52.8 10.426_8 lt).379.0

｣32ll47 478723157 3929り70 35(172612界 4011325111181 39864738521,432 171561902824 69191381302 ユ87H3123611,255 95Ll42日_81日670 3211,0025】81,841

6 5 3 7 22

3 巨 7 4 29
7 4 29
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(31byvertlcalhaulsonJune24.196･l

Y1 Y2 ･1 15 26

TimeI)epth(m) 8.506_017_2 9.056.516_8 9,355.21t).2 9_506_214_5 lU.3U5.814.3

S.G.(15■C)SeLLtingvotume(ct.) 19.A1_∩ 18,10.4 22_0Ll) ly1.76_LI 22.7巾.5

29 Ll94 5IOフ9川9つ1り3ILn 65 18115

UmbostagelaTVa ･t㌘ JttXI

LzlrVaOfSpi.uJI′=〟{/,a/tl′′p"sis.5'1iII'q''(ttL//LLĴlylLtyPe I:～'_～543 19■1111二!3 l86374りIll5548 312)515Tota1olPe)ecypo(talarva 28529 1179

Castropodalarva 7 7 5 22

PluteusolRegu】ariaSpatango1(leilC】ypeasteridaOphiopluLeuSlarvaBipinnariatarva 80tO2lOI Ltり101一一 8321 31U

5 ′ 1 5 i)

CrLIItaC+AZoeaStageliLrVaCyprisstagelar､,a l 4

Cyphonauteslar､,a 1

Copepoda 8.㈱ 3,400 札400 ll.洲 1.700

Naup.ofCopepòlaB h' d 1,GOO 1,4LYJ1 2.700 1.900 200



3一一 4tー 56 67 78 r!け 98 Kl K2

10.505_0ld.5_2.9 H,135.314.422_717.5 Ll.LIO代.:i14.7I-T_81.i.5 は.457.214.72y_).t519,5 l3.107.214.5:～2.719,5 A.i.307.Hl∠l.rl2-1.719.0 13_557.0日_31P_1,7ll_5 14.207,014,222.76,0 14.557.515_021P.84,0

I,6t)7605:∠1.iコ(5827ll1.869 SJlI,劫844l4Lqti6018h1,4Ll.q 7253LI5Ll541020i1752 15:2l,67LL26ー53liLIβtilO81▲12,21∠l lこJi1.LZFi650J16ILL3422640I.804 58Li,17̀128IloJ23446302▲13,446 60LJ6472 Jd262854 ウ33251Ll3

20 20 38 50 60 74 4 1

192568 6100lユー400 4Ilo)00l00 221836 88472126 Ll6 11

5 2 LI ¢



(4)byvertLCalhauLsonJune二5,1964

2 LI 6 13 15 ユ7 24 2() 28

TimeDt=pth(一一一)WELtCrtemp.(lCーS.G.(15○C)Sett】川gVOlume(cc)D l. l1 15.031}.57.0 15.rモ7.015_0 15_IH.Otlt14.332_lJR.0 14.3乃7.025.0 14.43ll.032.∩13.052.】】5.222.G7.∩ 13.55Li.H27.5ILL.15ll.026.5

UmboslilgelarvEl 6 29 2 26)788Lq.l 07( 42ー) 134714 42

LarvaofSJu15'(/a.ぐ〟(_./Ja/''''',"5/5 1 12

6 J162 20 6

Si/t'qulL〟l/lL 2

I'"/i′′o♪L,i./i,nyeSSOe〝5/5 2

2

6

C//"oc,,rdi′り'ityl'e LLl I Ll2 ユ∩ 8 1ー)

/VylLtyl沌otherspecies 6 2 り Ll 4Totalofpelecypoda)arva 22 30 232 HO 28 904 6:2

Gastropo(la]arva 2 30 4 2 20 24 8 3li 16

PluteusofRcgulariaSpatar)goideaC】ypeasLeri(laOphiopluteus】ilrVa 2 3L10Ll 19 4Ⅰ20260420 248 224028ー)1,1002 4427′14

2 16 4 巾 4 {

CrL:一taC○aZoeastagelilrVaCyprisstagcltlrVa 1 2 2

CyT)hon乙lUteSlilrVa

Coロet)O(la 7,9l 6,8(Kl 5.7I,JI紳日4n10.500 Ll,70n7∠l22Ll1,∩2 6,700い叫42∩72n2,600410265,2006,LlOONaup.ofCol〉ePO山Brach】OPO(】a 1,8t614 i,3 62ー)2 88l)lootllt)1.6rtOワ
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13.川2.16 [3.166_013 13_258.913 12.3ー2.91t).?212.5lリ12,406.l上t,'?_7.714.5 10.ln2_151lrL356,i)lLllll.l~58.81Ll' 9.5(ー'714710.006.Elil_5_JT_,.7ll 1(I.109.4 9.15り147 ～一,256,14,LI_T.714. 9.359_014522.4.5 22.ll つり'25.0 33.5 22.I4.5 22.13. 22.938.5 22.3.5 31.3 23,3. 22,712.5

434464 I1'630617326I.33い､415一一llI.7FS_ 33 567t)2J110819LI 3961.JILlJl243_i_Ll1,糾 41_ll I/54 47̀ノ25BLl8つ̀li4つ234り9∫2114 13■I,Cod1LlAJ41●8I.26Ll 2342 3-ー54121バ16446 48010LI28108

･qLO2 22 7q ･q 司 LI4 10 6

4824880 1Jt=0 111ーi,39232 14I533● 862 1I.22 4813344I,59Ll44 41∠l 1ll43f弓 260LI
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(5) bypumptnglroll-Severald-(ferez-IlayersonJune25,】964

2ー弓 56

TimeDepth(m)WaLerLemp.('C)S.G.(15.C)SeLLl.ngvolume一cc 13.55V.h27.5 01 つ Ll fl1∩.35V.h13. 00_5

UmbostagelarvaLarvaolSJ>''∫〟/LJSL'(./I"li"e'LSisSl/iqLL(){L/((IPELlI',LOP'7C/LJ'Lye.､JuL,′L.nrSC/tl"ocdrd''''N'Lypc･VyntytkolherspecleSTotalolPelecypodalarva 13471Ll1り64904 1317 17Ll55II6!一 9552ユウl.tTT 21121126{J 5㍗54 314111】21

Castropo(lAlarva 36 1 1 5

P】ulcusofRegulariaSpatangoL(le;IOphiopluteustarvaBipinnarialarヽ,a 2LI28I,I 3152504 121lil2: Ll2225 59

4 1 I

Crt_st8C○ACyprSStagelarva

Cyphonauleslarva
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0.4 Jlm0_3 6m0.5 ll.Iv.h38.5 0_8 ()_5 40.6 十J 82.8

41 1 125127 6947858Ll 91LT3I27 3731144 1431156 15511I177 1リ94413113_

21 lfi 1 I i 9

JI19 ∃ I4l53_32 126 LI17 1421 26 920
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(61byverticalhat'lsonJune弧 1965.

13 2̂ E2F 28 28.l 34 3r.I38 認′44

Time LJ1.07 1348窮ー9-nL o.413l 13131319
Depth(mWatertemp.(●C.SeulhtgVOlullle(eC) 3.517.二¶+1._ 217.8ー9,U3.1ー 6.5I6.823.26.0 ll_16_823.〟ユ8_0 6_Ih22.95.0 7_ー6_523.18.0 ll_16_23.313.0 3.17.21L_∩.3

DshapedlarvaUmbostagelar､.atA lS -( 1:.1 =ー64 830371l888ー131.24g ー033,775),258),25l)1ー;3215126,t唱. 12-2,81 ∫2､ユ726り8187 1577 25 ーさ一3,87 41
Si/iqNua/LlLPL7/i"o〆cleILyeSSOuI∫isCli,LOCarE/i""'typeAly'=)-peotherspeciesTotalofPelecyp｡dalarva 34383111n7 Ll66 8LILl6(■l1834捕344Ll.6' 233639268 713J1941ユ41235.90J 1,4I,0朋193L1421L16,98 ど13Jl

GastropodnlilrVa 6 lO 10 4tq lt氾 2q 10 !30 3cc 4

pluteusoERegulariaSpalangOilleaC】ypea51eridaOphiopluleuSlarヽ7aBipinnaria)arva 3307020 1 2▲l10 ll2303ll 320t)6034 133 り3 245 llLlO1 17ll

Polychaelalarva ilo 1(い 2q 叫 叫 叫･4q 4q 4叫 1

CrultAC■一ZoeastagelarvaCypTi5StagelarVa Jl I

CyphonautcslilrVil 81Ll 22 2
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12.356_∩16,82!.63. ]2./07.51fl.521,9り 12,479_7】6,51}1.93. ll.L1 llLI41151ll581033 lO38 IOrN) 10155,316.522.92.Ll I)).8Ⅰ6.522,91_0 9,516,ち22_98. ll.816.522.4. 5,16.I23_3. 8.16.22_f8. 10.516.3:ま2.95. ll.a16.二望‥30_r 4.】6.122_83. 7.516_23.3_ 9.516.23.14. 10,516.323.128.(l

2111617238641360 48｣76‖̀267ユ84141,033 782,978 2512857 374 】22.85L39532朽31143,968 47I,31192227428I,877 1 161 12,7一9-61121)4.571 41,45 I2,0948】.15/10･1.16LI り̀1,17一1 1881}ウ 156),59463_1,58631441145,494 1891I644 1t521I415 31ごFL1II.? 517281I.I一2J142.433 43_38-.412.068 2二二2966̀1,453 88630R122▲14leo2883,180

3 201 1tX. 10 210 160 JO 1tX) 80 2C,i 2C 1二日 180

1.i 11261)50I ∴l謁 二 ll32(57140 ボ1726(21(3 3927ll~1 5I_q 1lJ5S1 621り 4370∫21つ 13Ll13604 1=120 8160903050 81802J10280120

A 20 30 15 60 ･q 叫 ･q 叫 50 lO 10 CO

J1 29 1 1

4 4 130 11 I∫ Ⅰ0 4 10 6
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(71byvertlCalhaulsonJune28,1965.

2 4 6 6一 t3 ほ1717′jEI28 34 36

Tint, Its_L!016_5411().5617.nrItO.815_322_7llー+16.17:i.9ユ6r206.L,F;16.259.LJ16.3113.515.304.513.715.39.5!2.522.16.014_コ63.14.81∠し31Depth(m)Watertemp_(.C)S.G.(15'C) 3.rー1∠l.9 5_5Ill.lq 8,515_? 6.014.0Nr!_412.2:≡_713,十二 LlrLI13_I 9_ 21_0 6_8 ∫. ll.

UmtJOSlagelaTVaLarvaofSpi}l'/LJS".h̀1li'一LJ′LS''∫ 44ーrIL1′1,33,82ー311 341､58518日 ●8782-22261/h75Llq1,471 679.I】メ551143 821,142ユ3ー)65日54290131.74】 1067362ノ!528Ill】598 137̂8811165ユ2∵q9I,lJ21 82733 8t)】,83615̀1 3935llJ5ll日854∠l lLl75:2lLlSiliqL'L7a//{'PLL/;′JOPerl一,nyPS50e′JSisCIinoclH.d''"''TlypcMyL71ylX: 53Ⅰ25272 26612rid31 351I1139 94814ll 955rL105̀】23 166134otherspeぐleS 5,093 4Ll52,291 945

Gastropodalarva 2ー)197 150 16〔)｣32216 可 20 350 2(ー 40

Spalan即.ideaOphiopluteusllamtBipinn…汀ialarva 1803()280250 61i,09ご70950150 14)4iOL1806(ー55(I35O490100 1′37LI=ー 9r)12020 291ー3<｣10120 2nユ32121n｣0 LelO17<20 301∠lHユ210 11′101∩ 380ユlo:.:n

lご rt 4 司 30 70 7q =7 90 7一一 7∩ 110 30

CrL.Sta亡●aZoeastagelarvaCyprisstagelarVa 2 2 11 ) 1 1 2 】

Cyphonauteslarva I) 10 31 1i 9I 31 3 91 3 75



3838'L:L1464tqII8'545658 5H' 65 67 6EJ 69′ 76 7.i8tI8()∫
13_27I_q. ln_1､一3.16_8ID,フ10__6.16_iワ'}つLO..】0.≡ll.2E:.,ll_016.5巨 42LI.17 .0 9.475,a16_5 9,578.016_922_J17.rln_ly)lO.O16.A22.58.0

14,(̀14_ULLI6.Ill.2ー_..135tT_3コ_JJ9.I15.5'>>')★十■_rZ.Ll15.0ウりつ22_～0.5 2'L3lO.013.09.01..r4.626.01.30.61.C 24_0 0.6 2.6

I.9ヨ.2,三∃1333,3241321ll:I41_3176l3.汚L2重lilI52911453_215̀98i3J∫1r179591.888I7:Ill1215Ll2.2895597さ一l10281リ21131,)gf､Llll:､18I1Jl1川ごl>)/ワ3752u388一一日21-7 3637ILl1031291,Oti316O71Jl51,Ll452t:)92,5302747813413ー2rxqin0I,7981ttI23021116.L12,56̀~4拷-∫110191b77∃35ill94427表lらl33317ll2,il832482,30L12Lu112.3822711243,2107052■2573J}olI1,0182,6317丁)うー31⊥133.8(好
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1I11 lJ111 1 43ウ 1 3317 1 ●
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(8)bypump■ngFromseveraldlflerentlayersonJune 28,1965.

67 69

TimeDepth(mTS.G.(15°C)Seulin8､,otume(cc) ー0.一V.H1_0 00.2 0_4 40.2 0.1 I:vj o.-i

UmbostagelarvaLArvaolSpis,Jla∫DCIu,/i"ensisSJ'/iqILLZLLlIHPlJLi710♪elte" .).eSSOE〝SisMytilidaeLVJaLylXTotalofpelecypodalarva 1291.C63∫71491,445 3711 2668ll7I117 39loワ421115LL ⊥711 公伶2,53027Ll′1.Il33,268 51]9

CaslrOpOdalarVa 60 9 40

PluteusorReguliLriaClypeasleridaOphiopluleushrvaBipinnarialar､ーa 41I1 lil 171. Ll4I 1 311

PolychaeLalarva L7q 司 7 1 叫 -

CrLl一taC●aZoeastagelarvaCypriSStagelarva I

Cyphonautcsla…l 3
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0.3 40.2 60.6 80.5 汁 0.パ 40.6 60.tt I.6 10.82.r1

ll 54 3日1I123 I21118 6511= 1(X) I 2135 SOLl5741′tlH 2430325ll43-73LlOtP 37llーリ71303 ⊥1322LIエllJIT】LfO3
35a1159 432218川3I542 1.798 1195:三30 -?171∴

3 13 1 ilo 23 117 12 LJl

1651 4 ト 萎 ∫ -_j lJti 411 i1 936

･叫 司 1 叫 - 司 4 4 3
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1 317 1 1



(= OclOberLJ-ln,i(J62

Appendlx2.Tab一eolthe

ワ3 4 5 6 8 9 =ーll 12 】3 14 15 16 17 ll
3.2tI.27.申 5ll.1,3.85_8tLOll.∩12.5<;L5658.(ilt).3ll.92.8

S/NI.m/〟.Mrh〝II-′J肌"1.ヾS//iqwlLL7//ltPlLl,/0//OP.iPL,/(./IC//0[/uH-PL,/eCyj,Od〟 】1 02 ー0-11- ∩′〉0I1 15 い71 1i ∩1 01 2I 131 り1ii1 0

ELlna/lClL/ullll 】

SclLJ,I.è:/Z/"Lりg′-ise"5 18 L3 6

42 43 114 ･15 46 47 Ll8 49 50 51 5:≡ 53 54 55 56 57

D叩th(m) 出.810.0.1.05.97.38.59.56.07.58_59.Ll10.53.75.67_28.9

Spi.'.,LlaSaC/L〟/i′l,,-ゞSLlliqNLY'L//al'LLL,fOLIoj).ゞ♪〟/i./I,,/i1Uer(.(リlEl/.I'EI-,-/i〝LPSOIII'0/INN-P(,/ery♪0lJEL 2353 524 2′〉1 O1111517953 ll54 15 314 134I 2333 8 211I い1 7441 I1L.

2 2



youngslnbOLlom samples.

2∩ 2l 22 232′1252li27282930 311321331343536373539Ilo41
f).rI 7.tS9,5ll_43_56,07.08_6LO_O 3_75_8,? ( メ.09.33.8 6.07_O

I 4I1 3ユ ILl ll 515 1 1i I31 2 1 一一 1● it9 llI】 刀271 三

辛
-1十ト1 1 1

58 59 60 61 62 63656ti 67 68 可 71 72173 74 75 76 77 78 79 80

川_43.86.8a,09_5ll.0Lf,36.58.1･再 11.中 一8丁,08_89_Ll10,73,7 6.28.09.l10.2

1 413 71 421 1一 2 11 ー ∫l 1 11 1 1 571 1- _j 1142 171 317 29

2 1 1 l l 1
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(2)December 23-24.1962

8 9 10 ll 12 19 :!021･b 23293031 3233
Depth(m)

Spis〟/EL_WJr̂EI/iIle/L∫l-TSF'/iqNdulllIJ'aelo/JoPーJ,I,IrJ,Yll.lfercerLarL'lZStimp50〃iPhacoso〝川juJ,Oru'̀.lJOI/'er♪delyJ,OdEL 2 111 51 021 l I 6 l I1 I 3 0当ぎiii

EIuLaLt-CLIPiIL1

13)February :25,1963

Spis"/ELSL,CJLLTIL-ナけ′LS,'SS;liqLLLH,/LL-PaeEoL/o♪'.I"Ic/lLf//Met.Ce′川′.ilLSIir′LJ).I.0′JiOLherpelecyJ>OdEJ 1 1 1 ll4 l 1 9I 1 I ] 1 ユ1 :40i

PAili′JelLgrertLLtLtLELJtIaEicaJ,illF

Scaphechi,LLLSgriseL,3 ∃ 1
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_aLl1lil ] 1′1411511 l l∩-10I0 i0

二1二

495051525349-5450-555ト56Pl'-;753-585Ll5556 575859606⊥ 6263

1121I 191〟01 6111ほ●111 00U j 01 01 0I1



stationNo. 巨 35 3t) 37 38E39 4U ､11 L12 Ll3

Depth(-, 巨 U 4.Ll 6_O 6.9 8.4 日 .9 4.4 6.0 tI_7 8.9

SJH'SWIl日.〟CI"/iJIL,llSi一 一PLLeLOll0♪.,.PL,lLJJ,/IOLD.ど′.PelerJ′♪oEtEL り り 01 ∩1 5i O U0ワ

ELInE'liclt♪//a

S- /.echt.""Jg,.i,.a"-fl -1り l

Depth(m) l8-0 9.I LI.0 6.2 7_1 群.4 9.9 3.5 5_7 7.0

Sptrsl/[aSlLChlLli7Le′fSi5 0SLL/T'q,LalLIL〟PE'eLoIIoJ,∫♪〟lcJ,e/IPh(lCO∫0〝tlIjELf,o′LL'ClJOL/LC/ー♪eILJrJ,♪oa,I 0 51 553 メ一l1J 0121 0 Ll 8 0

ELLIL(ltlCltJN'llL
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Jun 29-3tl, 1963

r 54 2l1 1 り 3J 6ー 1 2 2. 21 ∩i

1 二一 二

Ll -1 5 3 3

52-5753-585Ll ES 56 57 581 59 6lー 61 62 63

8.5 9.7 3.0 5,8 7-4 L8.8 川.5 3.5 6.0 丁.汚 9.2 10.6

0 0 1 1 1 0 1I 01

1 I 1
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(5) No､cmtJer6-7,1963

り 3 4 5 6 8910ll 12 13 ILl 】516 17 l9
Depth(m) 1_54.05,57.∩8.52,2Ll.76.08_3 9_5 2.04_76_310.1再 2.I)

SJu-SL//u∫〟rJJLI/i′ILUISi∫SIIiqIIua/lilI'LIL,Lo//oJ,S♪〟IrJrどIIĴIp,.ce,.〟riaでLi'1lPsO′∫'P/.I.rO50,,.aJLJ♪0,一icu0(/,er〆lec.ypodEJ ∩03 ∩0I0013 U1 00l…001)011 ーI O

J'/u'lincagrettILLtlLE"TIL7LILrtLj"lla 1 】 】 1 】

SrlLP/teCj,i′肌†g'.i.'.eLLS

Ll=43 44 45Ll6 J17 4月49505Ⅰ52535455 56 57

Depth(m) 卜 o8_2i.85.∩6_0札l 3.55.5 6.57.58_93.∩5.5 6.57.1

SpiSTJ/L750rltEJ/L'Ne′一SisSilt'qlJuql/ELI'uero/lof,∫♪〝/cAcL/AIle7.Ce,,〟′-i.=/,'〝LJ,ヾ0"PJ.("-osoJ,l̀りa♪0〝i('LOLl.i,rJ,ど/C,yPOd̀一 O 】 1 1 1 I1 4 Il

I'Ili//′一etLgre′LlulLEEILnLLLJEELJnlI'L i
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二の21222324252ー;:～72829303132333435363738F394041
5-小 58.510.A2.55.車 9.7Jl.83.∩4,76.58_110_42.0Ll.86.08.09.中 4.75.9

0l l- 1 1 0ー 1】 001 11 1I00 ∩0∩ lー1 002 - U0001 0

1

--1

ユ 1
-ト 十 十-十
; 一 6U 61 6二三 可 佑 66 67 68 69 71 72 7中 75回 77178 79 80

9車 o5.07.∩&19.513.55.97.59車中o5.i68巨 o9.Ol2.車 中 37_8ln.0

II 13 0i ⊥4 -- 41 -I - i 01 - -l I 0O=q 三I - _:IIl7 111 - 1 Jl 219

十 ユ 辛 十



(6) December 16, 1963

2 3 8 9 13 14 19 2∩ 2Ll 25

Depth(ml I.a JI.5 2.I 5.1 1.I 4.7 2.8 5.2 2_∩ 5_0

SJ,iS"luSarhl'/'l"g'′∫isSiliqL'ELLElraPoll/0/Io♪S♪〟/rJ'el/･1′eJ-re′Ja,-llt∫/f'F'♪SO′′iP/L"COSO,〃L7JLLJ,07''lclJ0/I.i,r♪で/eryPoda ∩ 1

PJ"'li,,eL'grC′'′L7lL7E〟〝nLicL7F,i/a

Sc〝PI,er/,tJ′".ヾg,iSe''S 】

65 66 71 72 76 77 7.i798(I81
rkpth(m) 2.0 1.8 3.2 LL9 2..l5.5 6_5 7.5 &9 2,1

SLw-3〟/uSLZChtJIiNe′一SisSiliqL'L7L7//(LPLZeloI/O♪S♪'L/CAC/IMercビ′ーL7riH-f/iNゆ50′JiPJ.('co50'/taノ〝J,P′o-C'LOLノ.e,,pc/ery♪odL7 5 36 28 53 2921 2fl

P/li/ir-elLgrPn/HEa
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二か 3ー) 34 35 39LIPJILJ45 19 50 54555960
3_∩ 〟.也 2,0 4.5 3.0 .I.8 2.∩ 4.5 2_O J_8 2.0 4.5 2,0 4_5

01 01 0 C∫) 000

｣ _i -

1 1 3 I 2 リ 柑ll13 J

ES2 83 84 A5 ef1 87 dd 89 90 リ6 LJT 911 的 loo

J1.5 6.07.3 けtI 1_5 3.0 5.7 7_2 8.2 1>,0 5.0 6_1 7.0 8.0

I 1 691 ll ll I 151 131 l ワ 0I
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(7)February 19,196LI

l5 21 26 31 36 ･= 46 51 :I)6

Depthrm) 3.1 5.∩ 6_0 6.0 5.1 6.() 5.6 6.i 8.0

(8)June 26,le64

8 9 1:i 14 19 21,巨4 25
2.1 5.I 十l4.7 2.司 5-2l 1,.O .rl.0

り巨 l 0 U 00O nI lI

t

71 7:27tI77 78 79 】 80 81

3__ 4.9 2,Ll 5. 6.司 7.5 8.9 2.i

l ∃ き つ

･l

S♪…,/"jut/7̀LlLNrML
IVlJC/lLJ u/Je/JurtJ
PerotIIdlalPellILIo∫/L
SolellArtISt･rLlerl,I
5'/tq〟IILL/1〟
ro/a,ltltOlabillS
Puelo/lo♪S♪N/che//
･lIrr'e,,ur,LLチ′J′′ゆ∫0′t.
Phuloso〃〟Iノ〟♪ONJrlL
Olh- ♪elery♪OdLL

PhLll,1eagreJIlatLI
ELL71L7lJCEJI,J/〟
SclLj･J･eE/I',Mfgr,3eWS

SptsIIIlJs〟rIM/IIJL･JIS'y
JJIlLrL/lt slILL･/J∫lS
Pero/lldt〟t'p/tLLIoSa
So/ErlkrTI,EltIL･rm
StlJq〟〟〟れl
roldt〟110IfJbJ/I<
PoeloI/O♪3PN/{/Lc(/
▲lJerEpllLL,ILLSItwl♪50/tT
PJlaCOWIJltJノaPOmLJ
OL̂e,Pe/eryJ)odL'

0II一【l
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一
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P/Et/InL･(′即･eH/LTILI
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65

61 67 71 1 72 7√ 1 74 L 7T, 76 77 78 79 8r)

8. 8可 2.4 4-0 7-A 9,5 1日,5 2.5 4-A 6. 8_ 9.:-)

l 0 】 ′ 14 0

二l

36

29 3日 34 35 39 4ー) All 45 J19 ざ一日 5Ll 55 ● 6∩

3.q 4.82.0 LI.5 3.ll 4.8 2.Ul 4.5日 q A,E 2.0 4.可 3.0 '1,5

00l rI ∩0∩r り 1 002】n1ー0

J I 司 1 可 9 16 ･司 13 3
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(9)October3013L,1964

∫)叩lh(mー iL5 5-車 ∩8.∩9_5一一一1Ll..I6,7き..i ･0.A .1.5 6_0 8.1ー 10.(I

くり 4) 42 J13 44 45巨 l47 LlS 1. 巨 . 5車 153 5LI

SpisL,lLL∫(JrhLLIi,'tJM7-...Silt'qLLLLL7IlLLl>̀∫ピ′ullOP...♪ll/CJLeI/1UL,(.Ce/LLJ,.i〃...II'lJJ/NO,LiJ'/t̀′cost)mlIノLIJ,u′′iruOI/Ler〆lely♪odL, 13ド llJ▲17 ∩3 り6 Li3tl 991】 LF1Ll 鴇Ll81) 277∠t1J 三 】i 童 331(I Hl1二t I∫
Phi/ineLJgrP′L/LLt一∫ 1 1
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19202ー 2車 ?A1753車 l28.B L30313車 34 35 363738 39

3,35.指 LLn ･2l"-230145 T車 ∩3.55.車57.18.53.U

∩iI)(0り I 一一1りn1∩-1l l1 - loo:ll--- 400llLl -001 000I 13

十 十 辛
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ホ タテガイ PL･LL′JOPeCLe,∫yeSJOe′lStS(JAY)のJE態に関i.る研究

1 成長と年輪形成について

九 邦 題 ･小 原 昭 雄

(紳北水虎.釈放頓)

StudleSOn theecologyorthescallop,PaLnLOl'ec/e,IyeSSOe,JSIS(JAy)

1 0nthegrowthandannuah lngformationoltheshell.

Kun]yoshlMARUand AkioOBARA

(HohkolEloAbaShlrlFLS/JerlC3/LllJ,ertJl.e･JItJ/S/L7LioN)

TheauthorssLudledtheg'OwlhandtheannLlnlring roTmallOnOftheshel!"= hesciLHop.

P"/LILOPè/e,･yen-Oe,･3LSり▲Y)whIdlhadt,eenco‖ecledmonthlyFrom LakeSaromaLhroughoul

theper10drangingFrom Mayl'J6210March1965.

TheresultsobLa-nedaresLmlmarlZedtisf0llow5

｣ TlleShellIncreasesraPLdLylnhelghldurLngtheFtrsl)ear,andtherateolsheHgrowりl

decreasesgradualLylnthesheHolderthanthreeyears AfterbemgmarkedwHhtheStXlhnnnua】

rlng,lhlSgrowthlSextremelyreduced

2. TwoconcenlrlCr･ngSaremarkedannual)yontheshelldu,lngtheperLOdst}othIron late

Junetomd-SeptenlberandFrommld-])ecembeTtOlateFebruary Therlngmarked】nsummer)ら

moredlSllnCtthanthatlnWlnter,SOlhefoTmerlSl:OnSldered 10 bemore5Ultab1eforye.lrldenl-

lFical10r)lhaJlthelatter

3 She目名rowthbeginslnMarchandheconesvlgOrOuSlnbothAprllaJILIMay,butltdeCreaseS

durlngSummer(IateJune-mld-September) lnOctober,(hegrowthcommencesagalnandcontlnUeS

u†ltllDecember Allerthat,theshellgrowsslo､､,)yandremalnS-nthatSta一eunlllthefollowJng

March

4 WalerLernperaturelnthebedofthescallopvariesfrom )5●ClnMarchto185●ClnAugust

andshowsaregularslne･CurVe

5 ThesolldrniLtlercontalnedlnthestonlaChofthescLLlloplSI.OmPOSedmanlyoldLalOrnSILn

(1detrLtuS ThelrVOlumeslllCreaSetnthefollowlngtwoSeaSOrtS,le,MiLrChtoMaywhlChCOrreS

pondLothevernalresumpLiveseasonofsheLLgrowth,andOctober10 Novembercorrespond.哨 10

theFallresumpllVeSeasonOfstlellgrowth TheseseasonscoTreSIX･ndtotheseasonsthatrI)atomsI,re

producedactlVely.

6 As totheFactorsrelated10growthCeSSal10nandrlTlgformiLLIOn,-①(llmlnlul]OnOlmelab｡1･c

actlVityTeSuJt■ngfrom toolowortoohightemperature,㊤T)hys10Iog･cald.slurbancecausedI))･breed

Jng.Or㊥unlavourablecondltlOnSWtthlnShellltsellarecons･dered
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緒 I

八校においてはJ糾Fl的な成艮記寸としてl政商にrlfl･TL､円状の輪紋が彬成されることは,Dとtkln(19O9),

Orion(1926),凍Jlと(1933)らによって既に知らかており,ホタテガイにkL､でもこれにもとづし､て叩令庶

fi:が行なわれてきた

炊米産ホクテガイの成規と年輪形状については幾多の詳鮒な 範Juhがなされているが.木邦賭 ホクテガイ

P"/I"OP以/eJJyeMOenSIS(JAY)については詳細な報告はなく.わずかに旗早 (1933).木下 (1949)

LLJ木 (J964)の郎i1.1があるのみである｡

諌早は広く北海逝今般の材料にもとづき また,木1はサpて湖産の舵良の成艮度と水氾とを対比して,

･'l輪形戎時期および成虫休止期を推hiしているG-)),ll｢木は陛奥湾におし､て天然飼料こより年輪形成時糊

を確めている｡しかしな7)てら.これらの讃耕 土成長の季節的変化ならびに柵11より成只までの年輪形成過Pi!

には触れていない ¶名らはこれらの/.Jf.について調査をiuめるとともに.成長と年輪形成との側係,ならび

に窮境安田との封.ぴつきについても考'//汚した｡

本研卿 ま筆者らがホタテガイ収体Jmのq三1旗を追求すべく.昭和37年5月から同4O年3月まで サロマ湖
幌ギ:地区保護水面内を中心として共施したものであるO

本論に入るに先だち.木併兜rJi施の機会をIJえられた網71:水産･.拭奴場長今)叩卜 Ft.本文のご校周をいた

だいた北大水産学部教授岡田的樽 l,什枚授IIL人Tli一郎博｣に心から感謝する また,網7t地みこおけるホ

タテガイの研究に先鞭をつけられた申火水推.拭扱域糊紙料良川,いiE午rL 研死に際し多大の便宜を与えら九

た網走水産釈放甥糊舟部艮柵作博之It.X線写上l∈の侭形をしていただいた釧路市究村医院柴村汗-博士に深

く感謝するとともに,一部胡料の保雄 tL恨iを分担された北海道l*_-Jk産研究所和久井卓故技件 南部水産試

験場魚見料艮布鴨他二氏に謝意を袈する｡

最後に終始いろいろご支援下さった地元のサロマ湖遜赦汎発協rliJ胤1台,および常日比濃協同組合にqTL,

惇くお礼申し上げるO

材 料 お よび 方 法

木研死に川いた材料は,すべてサpて湖幌半.r一地区保護水面内虎のものである(郡 l周)｡採3FSには桁網 (育

良約 120cm)を用い,冬季は結氷した湖面に穴をあけ人力で,その他の季節には小41iKT,.節 (2卜./)でえい

I(lYXero{h】RIIrDLoIAA

F･g I MapOfLakeSarom.I,llokkaldo,Japan.

(多 Stat)ollWherescallopsandpLilnktonswerecoHel:led.



74

掃 (水深6-9m)し.昭和37年 5)1から川40'li-3)lまでのrTF).1L川 1回を目標として採集したっ同時に

環境要因粥3!己として, LtE,LJJ也.1'丈のプラ./クト./,水鮎などを誹aべたが,プラ-/クトンは口稚 33cm の XX13

中田プラソクトソ ネ γ トi,ul'川し.羽目～L･)lきにより6m屑から去面まで (約 0 5ElH -の丑に相当)の採典を

R一
上9 2∵･･

F･92 DlagramShowlngthemeaSu‖ng~polnls
orthesheH

SH Shellhelght
Rl-R.- DIStanCemeaSUrerlfrom the

urnbotoeacllartnualrlng

行fS:い､ 【(lちに固定し,24時間後の沈澱鬼を 糾

ったO脚別の状態 をみるため 円内竿F物を 調べた

那.そのノ)法は固定標本の食道よりスLi-:イトをJ17･

入してLLjアF物を吸収し,24時間沈澱させ.その茄

を測ったC波の成艮と年輪形成をみるには.輪紋

の鮮明な白色の右殻を選び."111'iiI部似 ま耽良の変

化が班I掛 こあらわれている放前を選び,できるだ

け赦損 のなし､宙を1/20mrnHi,.Yr遊J上声付きの キャ

1)バーをlAr用し測はした (m2I叫)O木独文では

発生後部 1年に嗣たたし､ものを当仲兄,榊 1勺を

経過し淋2坪に満たないものを1咋ムtと.iLi!し,2イ事

火以上のものについてもこれと同じ拙いとし,7

咋ハ以 1_のものについては.これな老叫ilとした｡

サ.,マ湖での虎卵糊は5JJlい句より())iiil)であ

り,したがって.6FJを咋令変化の).』準Jlとした｡

結果 な らびに考葉

[ 成長と年輪形成

殻面に認められる稲が深 く,帝でnJl騎なrq心rlJ輪を一応咋輪と考え,従来行なわれているように､この年

輪の数を読み取る方掛こより年令を丑碇し,成長度を山してみると､m l滋および節31司の如くS引 火曲緑

を描き,従来報':;されてし､る生物成別 Il線と一致する｡すtj:わも.蜘 Tの成長は発生後満 1年までは急速で

あるれ 3年以後ではゆるやかにlJ:り,6'lI･以 Lでは挿めて嬢他とIEる 次に.)川Jir;･令別の殻l'.',.]平均値を

郡2表に一括 して示したO

こ九より年級別の蔽市の成艮曲線を州 くと,卯Llr珂-Aのようになる この同でわかるとお り,私 議の成
長は年により多少の変動が見られるが.これらの寮.',火もrj1Iの城公とrnJ様に,発生後満 1年までは,その成長

は急速であるが,2年,3年と/lF一命を捗るにつれて根性となっている｡咋令別の季節的な成長の変動を見る

ため,比較的成長過FFzの明瞭な36咋鹿ホタテガイについてJj別平均奴前哨分を見ると誹5回のようになる0

回からも明らかなように,1咋火は 9-10)｣に成長の山が見られ 以後援他となり,211に最低を7r=す｡3月

に入ると山び成長が上向き,dJ1,5)Jと盛んになり,2咋11となって6月pl_句ころに最高の成長度が見ら

れる｡しかし,6)j下旬以降9)川j旬までは 1年八と児なり,成長が一時件滞するが 10月上旬ころから.li

び盛んになり,12Jl上旬ころに小さなLl｣が見られるO以後は成長が鈍り,溢低となる3月上旬ころからまた

成長を始め,以後2咋只の場合と同様なサイクルを繰返すものと推定されるD

Tabte 1 Mean(lIStanCefrom theumbotoeachannua)rLngmarkedontherJghtvalve

Itens An叫alr叫FS 1 2 3 4 5 6 7 8

measured 199 199 194 ー65 100 46 16 4

Range (cTn) 4.9-7.26_8-ll_587-12.39.9-13.510.8-】4.1ll.5-14.613.2-15.I14.0-15.1

6.0 &7 10.9 12,1 12.9 13_4 Ⅰ4.2 14.5

0_46 857 863 0_61 0_63 0.61 0.54 0.50

ゝ546.46 8039r27 】0_27ll_53 ll.4912.71 】2.2713.53 12.7914.01 13.6614.74 14.015,0
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Fl93.GrowthCurveofttlt･5Ct川op.

'rhcf唱ureShowsthemeanll■slanCeandrangeollheva)ue,
(ron tlleUmbo10eaCIlnnnualr.ngmarkedonlher'ghlvalve

'LZJJ .AsoポbIF～A～IIAIl'xII'"A"J一▲S0XIJ
F.'94 Relal･o･.belwcerlSeasonalchL1..gel･一grOWthofshell1lelghtandwatertempera-
ture.

(A) Curvesshow川gtheseLISOnalan･lnnnu乙11growthotshelthelghtdur･nF
Lheper】odfronMay196:≡loMarch1965

(a) SeiLSO･1t･lchangeorwalerlempeT-aturelnthebedorthesEanop.
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M.nths ･63 '.61

F･95.Monthlymet"HnCrementlnShellhe■t;hto†ther･ghlvalve

次に,今rFTTiE一拍としてJT一令玉出にLiEJrは hた("化.円輪の形成される的川を見るたれ 各時1恥こ抹粧された
材料について年輪形成のJfT無を取離した その右'.光を岡ポすると那6岡のようになり･1年ftでは9-10月

(卯7脚).2年11以上では6-91](妨8凶)に年ĥが形状される 年拍形状と艮戯成Rとの相隣をみるた

め,約5回と比較してみると.拭艮下降時は 1年11が9月下旬-2JH:佃.2年Aおよび3年只が6月下1･1
-9Jl小1りとなっており,これらの時期に成戊が鈍り.そのためTFll心円蛤が 形成 されたものと恐われるo

また.X線軍畑こ1ると,1年以上のIlではlIj脱による税2.号よりもやや明断 こ輪紋が見られ (卯91戚).[､ま

まで勾輔 として扱ったrL化,円輪の脚 こ別の円輪が見られるが,これは先の那5回および故のfrli過度から判断

して,成長下降時の 12月中旬-2JJ~ト佃ごろに形成された冬絵 (W】nLerrlng)と思われる｡
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F･9･6 SeasonaLchangeLntheoccurrenceOlthesheltsma,Ledwlththe
newannualrlng.

発生･後萌 1呼までの成戊過払 ならびにその輪絞形成時肌こついては.探額田JFがないためつまびらかで

ないが,1年只以_Lの)'Rrこあらわれている輸枚と採Wl'祁Flのl戊戊虻から,次のように推T.!される

すIJ:わち,5j-1rll佃J:り6JJl卜仙こかけて発生した印仔は什JI'物 IでSL_し速Tj:成良を 示すが, 8-10;】に

なると付 T̂E物から解脱し 畦は生Tf.に入る｡そしてこの時肌 こ初めてGi紋が形成さ^るようであり.この時

糊の故抑 l1ll･R以上の敏inlにあらh九 でいる絵紋より舵態して,13-25cmのようである;冬輪は鮫布30

-40cmの時1恥こl速められるが.その形成時凧ま12月･lJilJ～2月Jf叫と思われる

木下 (19Ll9)はサpて湖廉の材料 こついて,付rr打から雌蝶した肝Al土日月中句までは 明らかに成長を

kJlけろが,日 月米以後);休翌春4Jjころまで(土成長を帆 hL,511に人･,て再び成戊を榊的し.この際,故

面に成艮輪が形成されると述べているが この冬に形成される成長輪はⅥ瀦らの冬輪に相当するものと思
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と恩われるOノーゝ研兜の資料では,Ll輪と冬輪は一般に外税的にもr明らかに相iLtが認めら九るO

Formah〇noflsliLnnualrlTlg

iyearoldscallop WILhoutlslrlngーCOllectedonJuly23,'6LI

iyearo一dscallop(W-1houtlstr印g-co一lectedonSeptember17,'64
1)earo一dscal一op WlthlらtrlngトーCOllectedonOctober30.6Ll

iyearoldscallop(WllhlsLr■ng)-COllectc'lonNovemberど,'611

F.98 Formal･OnOl2nd-3rdannualrLng
1 2)earsoldscallop(Near3yearso一dscallop-colletlledMay15,'6L1
2 3yearsoldscallop(Forma=onof3r(1annualrlng)-Col)ecledonJunel724.'tH
3 3yearsoI(1scallop(Formal.onoT3rdatlnualr】ng)-collectedonAugust23.164
4 11 vearso)Asc.1日nT)(WlthnewenlarLredshell)-collectertonNovember27.'64yearso)Asc･1日np(Wlthnewenlargedshell)-collectertonNovember27.'64
yearsoldscallop(Wlthne､venhrge(lshell)-coHecte･lonl)ecember24,'64
yearso】dsc.lLtop-Collecle(1onJiHluary30,'63
yearsoldsctlHop-CollectedonFebruaryIO.'糾.
yearso一dscallop-ColkctedonMarch30,■63
yearsol'lscaltop NearLIyearsol'lsca=op)-collecte<lonAprltPG,63

すなわち 滋絵の同心円状の淋 ま密で稚く 明瞭な休止符を形状し,泣面がくぼんでいるが.冬輪のそれ
は密でなく.乱 打】はくほんでいない(しかしfi:がら,滞 l年のtl輪では満も技く,敏和はそれほどくはんで

いない｡Or10n(1926)によれば CLH-dINIHedIIleでは冊通冬輪は師害輪 ((lzsturbancering)より泣かに

深く.叫に陣与暮7r輪が深くて冬輪と区別し卿し､域合でも.冬輪の次の部分がF純の河i//tよりぼく!焦り上っている
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(RadlOgraPhl,yDr Kur･mura)

Fl99 Ⅹ一riL)1}hotographofrlghtvaLveofJ'lL/I"Opt,rIe′'ye-,oe,…､(JAY)
a Takenrune24,'64 anr.lnnutllr-ng(summerr】ng)

b TakenOctober30.64 w rw'nlerrlng

点でl*_別できると述べてし､るD山本(斉)日9L17)はホノキガイ .I/('rI′･LLSHL･I'(I/TNeJLSISの年令査定な行fJ:い.

その輪紋は立,冬の21抑こ形成され,かこできるものは Or10nのいjっゆる肺審輪であり 冬にできるもの

は冬輪であって CardLL,7'" dELlLJの場合とl･,1校.冬輪の方が ･研uJJ岨であるとT子っている

また.7㌧川 (1953)によれは.セタシジ ミCorbuL'llJSLL"dL''の輪紋は6)に ろと12-2J｣の年 2rWZ

収され.FjLr瀬は師諸般.後満が冬輪と考えられる7)'} 外舶 如二はIiL]E-の柵過はなんら.RlめられないというD

このように考えてくると,ホタテガイにおいて6-9)Jに形LLeされるiL輪は Orton.山木 (抑)HF,Jltの.i

う師埴輪に相当するものと,rfLiT.われる｡満 1年の以輪は2年以 1のilのそれに比べ 明瞭でtLEいものが多い

このことは,山木 (L964)も押輿沸産のホタテガイでlr･1位のことを観覧享しているoA放切榊こよる観第号では,

すでに林 (1955､がウバガイその他の良について観Z<しているJ:うに.通n)L l＼通n))の岡が交7T_にJレんでい

適明層のffrには判然としなか ,たY
tt桧 冬輪のようなJiiJ釧Fl的な輪紋Q)他に.一昨的な蛇長肺卸 こよってできる偽輪 (faLserLng),または悼

辞輪 (dlSIurbancer川gJも知られている IVLason(1957)によれば, F''･LtHLuLl'1'"LZISの時評輪は摂政

の帆 二月ら九.それは3-5)Jの掛 こ形f戎される咋輪に比べて偶がrx･く.汗.柴しているという

両ノゝ 日964)も･i:クテガイの移机の際にいL WLP;な特寄航がIi･,殻に刻まれることを知り,この障害輪を拶

上に述べたように.ホタテガイにおいではIl輪と冬輪が1EJ年窪棚 (jrこ1佃ずつ形成され,ともに年令形'rf

として班えるが,-u輪の)Jが冬松よりも外税lでも.また切Ji標本でも逓かに明瞭であること,夏輪は2年以

上の只では 6Jトト句～q)いい仙こJF31托され.,111Lタデカーイの発生のリズムとほぼ一致することなどから.宝輪

を折襟として年令を丑山する^が適当と考えられる ただ北にも述べたように､尖際にEL輪が形状されるの

は 1年尺では発生後継 l咋以 l_の9-1r川 になり.また211'L,)J の51では6-9月によ輸が 形状 され



80

この際,あるものでは,産卵)卯を 過ぎた6)｣⊥ilJ以掛こ膨成され (折6閃),満年令以上となることもある｡

したがって,年令を数える甥介,u輪形成のJT鵬を-IL;考慮に入れながらも､年令変化の赴準月を6月にお
いて考え,肪年令をもってあらわすのが過当と倣われる｡今凧 竹懲らが併兜に使用した.+-タテガイはサロ

マ湖産のものであって,そのiF一輪形脚 キ脚 ま,サ.=17抑塵にr架け る限り,山本 (1964)が報Llr.している陸奥

特産ホクテガイにおいて見られる6-9)j籾tlJの時相は よく似ているoLかし,す.,マ湖産のホクテガイに

見られるこれらのことが,オホーyク粘城はじめ,他の北軸道の各軸蜘 こ生息しているホタテガイにおいて

もあてはまるかどうかは.今後の研究に侠たなけitはならない_
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F･g10 RelallOllbetweenseasOnulchiLngelnvo一umeoLphnkton
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(A) VolumeofplanktoncoLIcctedatscaHopbe(1
(B) Volumeolso】1dmatterLnStomachofscallop

K 成Lt休JL二と輪紋形収を勝･]け るpAt同

ll1鮎 .I_a

生軌 4LJQこ変乱動物のJ戊滋にふいては,tLIL度の変化を鋭敏に感じ,これを成長に反映することは任くく 板

に知られている｡木T (19LlP)はホタテガイに見られる収戊休LLJPlの7/Il_は水tTrELILに快腺 があるものとjJえ

Gahsolfと Gray の吊った能の地毛迎動のrR輪をJjl用Lている.また,EJl木 (1964)もホタテカーイ敗小片

の蘭11川r対速虻を11射こ,その好適水弘i限界について研究し.御i.iJ速射まL}2-23oCで件虻に破少しln.Cと
なるこほとんどnRrin約に終電遊動は机上すると範llTLてし､るcTlaskln(⊥954)によれば.好適なtLt敵で収長

する棚方主では爪弧に1り成長が休止し LL輪を形服するとし､)Oまた,Falrbrldge(195.i)は升鮭郡の輪絞

)rP成ほ臨界的に花水鮎であるか または,牧水trr.All,ないしは産卵にI刈旅しているように/rT_1J?れると述べてい

ち.ホクテガイ採取地点の水Bi変化を那4回-Tiに示Lた 回からも明らかfi:ように.水机は規則的なサイ

ノ カー-/をmlき変化し,年により多少の変動が.1られるが,故djJとILるのは8n下旬～9)LLイUであって.
約20oCを示し,液状となるのは2-3j】であ-,て.約OoCFm後となる これを那5仰 こ77､した･,I.LIIr川YIJ/)の)j

別変化と対比すると,水弘の澱祐嶋となる9Hころが 1咋ilの収良の下降時となって LL輪が形成されてい
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ることがわかる ･h-,水鮎の舶伍時となる2-3JJには 当年R以 l_のilでは収良が下降し.冬給の形収が

行われろが.これは水弘が称虹に帆下したため.ホクテガイの代詠板7Eが7Yしく0モ下したのが指摘 であろう

Stevencnnと DH=kle(195LI)も Pec/L･'=〃〝geI/(･〃'川Sの年輪形状は年間水鮎が堤防となる冬欄間 (2～

3T))に行なわれ.これは成止WlLに1ってできたものであると述べている

hJeJl †1

伽も成長に形等を及はすことは拭く知られており.Cocと FoxI(叫Lllに上れば..lJJ･/LlwS nJItJwltIL･-

,llJSの収滋において､卯のlJt約は水払い L二に破瓜 :'に影野を及ぼすと1三.リ<している 一般にni和(松城におい

ては伸抹2円の珪漠yLの㈹机lil)があることが知られているが. サ Ll.て掛こおいても.rrrl様の鋭敏が見られた

tm 10L瑚-A)(群の外務現のJn桁W)は3日小iJJより5Hい小二かけてであり,LI)川嶋 ころに故d̀.')trrる

--)),秋のLil机IUlは9JH{il.1よりH J】l.仙こかけてであ(), 】0Jj中川ころにAk(.11となっている ホタテ

)/イのLiWf状態をiLるたれ rJF～'Tr物Liを洲ii:し.このもL,火をl;(],ハしたのが抑 10I和一Iiである こLLを見る

と日日2'ブランクト./illtと†■J内'F'i物lTLと,=柵仇Ft,Jほがみられ 胃vi',lF物 .I-の勺-伽こよる通いはさほどry】ちかで

はないが.一触Ey,に'l令の多いものほどお紺lhTLが多い性向にある
次に プラ./タトソZLiと･+･クテガイの成虫とのTmtl'をみると 秋IOlの成虫御名んなL0-ll)】にフランク

トl/1Jtも多くなり また糾 gIの成鳥の閲eJiされる3-5J=こ同様に多くな.,てきている しかしながら.2

-3川ニブラソクトンULが少11:いにもかかわらず 円P･:'>i物がかなり多くiZめられ ブランクトソ丁.ltとLlの

城址とは坤純な糾 RIを,7こさない しわがって.ホタテカーJfの食性.iit糾 1.Tt･l化効孝'JLどの閃屈が今後郎例
される達では 成良と糾fIとの関連も疑問のまま稚さLlている
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mFJj竿F物は,ほとんどが珪藻斯,デ トー)クスでJrlめられており,少数ながら動物プランクトンも収められたo

c) 産 卵

鹿卵は生物イ如ことっては位も大きし･生理的変化の一つであり,.+タテガイにおいても成良に多大の彬鞘を

及ぼしていることは7717Jに推'#できることである.サ.,て湖においては ホタテガイの産卵は5)jl1･旬より

6)Ll佃にかけて行なわれる｡この時淵において.生殖巣を糾級学的に観't,iすると,成耕した卵.梢7-は放

批 ないしはJilj塊,吸収され. 以後6-LOJ]は生殖巣の′ト胸内は申空の状態にあり,10月下旬から生殖hlr

胞は叫び活発なLn,初を示す｡生殖火祁Tlの月別変化 (約 11回)と殻の成長 (祈5岡)との帆係をみると,産
卵後の6-10月は成長休lUPめ 6日1.佃～9Jl小17)とよく一致しており,2年以J二の11に見らわるLLL輪の形
成は産卵にttる生FW･]変化に延岡しているものと考えられるQSaka](1960)によれは ェ′-/ワt='FlLLlLO･

/LSdlSCLLSの年輪形成時畑は8-10)】であり,それは生硬範の発達と産卵がLL;咽 であると述べている｡ま

た.GuLsell(1930)汁,PL･CLellLrrlJdtLLnSの脱皮輪は秋に形成され.それは産卵によるものではなく,那

と柿T-の発達にr判迎する代謝機他によるものであるとしているoLかして.Mason(1957)は PeclelJnLa･

JLJJL,LSの産卵は成長糊間であるJ1-9jlにrrなわれ,J戊戊は 1_}～3月にかけて件止するので,産卵は年輪

形成のポカな蟹田にはならないとTlっている,

一方 Orton(1り28)は.OJ/Ie('L･dI'/l'の.:jtのl戎良は布と秋に行われ,水鮎が叔r.右となる産卵期には行

われず,それは水弧とfiWこ左17され,産卵とは禅.1拭牌l旅にあると旬11㌧している

本邦産ホクテガイについては､木下 (194q)が北粕道産の邦3il-n以降のホクテガイに形成される灘年輪
は生雛脱の成熟に伴う成拭け止に兆づくものであろうと述べ.北IJk訳の渦流 (1962)では,サローマ湖産の満

1年の姪に精子の77(1_カ1紀められること,および2年火'亡は雌雄とも成執しているとの繊'lrがある

一方 山本 (1964)によれは,柁奥狩の満 目'jl一見においてもr朗らかに成熟柿下が認められた那.そのllAJtは

2'11三以上のものに比べ.極めて少なく,榊2年が生紗'芦的般小形とTTT.､うると述べ.さらに満 1年の障寓輪

おいてほ.サロマ湖のホクテガイも陣奥PJのホクテガイと火,T'がfJ:いようであり,瀞2JiI三以 lのEL輪に比べ､

満 1年のそれは明瞭でないものが多いことは.LL輪の形収が床卵に脱関するとの考えに.一つの舶地を']え

るものと考えられる｡

d) 炭境の急変

上に述べた叫 荷舶 勺に形状される輸紋の他に,一時的な虎姫の急搬な変化によっても成戊がr朋.*され 形

成される輪紋があるCこれは付Jr生前より庶捗生Tlfに入るときにみられ (放 ■Il外 1934.木下1949)この鴨川Ⅰ

は外tLB戯碇粂†′tの変化によって,一昨的な生m_変化を起こして成長がm宰され.輪紋が形成されるものと恩
hれるoその他 拶髄の際や,桁群のえい鰍 こよる一時的な窮境の急変にJ:っても脱矧抑留を起こし.脚 当

棉,偽愉を形成することが知られている しかし,一触二は これらは年令奄rLt=の折襟としては適当ではないO

摘 要

1 昭耕37年5nからl■･】Ll0ilこ3月までの3カ年間にわたり,サロマ紳J椀Lfl‡地区保護水Thl内におけるホク
テガイ P'･lJJJOPeC/LJJ･Jess,,eJESlS(JAy) の成長と年輪形成,ならひに&位要因について粥丑を行なった｡

その縦北は次の如くである

2 Gu.r)の脱良は発生後Ⅶ Iilこきでは.'ir迩であるが.3年以後では増加平は小さくなり.6年以上では触

めて小さい

3 朕biは3JLL-_ijJから6JLl-il)rこかけての帝の成艮181と,10Jj上佃から12月上旬の関に見られる秋の

成長Itlの年2lr･lPこ潔い ､ 一方 成艮休｣lJ抑まp116)｢卜il]～9)j中旬の冊と.冬12月Lll佃-2)jl:iTlの関
に認められ,iLの休止伽こLL輪 が.,また冬の休l卜1抑こ冬輪が形成されるOただし, l年itだけは9,qから10

Jl.ホクテガイ採j玩1虹..'..､の水恥は鋭ilu的なサイソ カープを′J,し.滅相ま8)j下旬から9月上旬にかけて
見られ 粒状は2jjから3)jにかけてiiられたCプラ/クト/のIYI純恥ま3日申fl)より5月中旬の-*の榊船

脚と 9)J下旬より1LJj⊥何にかけての秋の州約1m75'.ある m内?F物は ほとんどが珪藻類とデトL)タス



83

でIriめられ,秋iy)の成矧絹始の 1O月から 11月にかけて芯が多く.榊 別の成長Elil折の3jlから5月にかけて

もElが多くなっている｡

蚊の水鮎伏下による代謝機能の低下がhJ:咽 と,rTL11､われ,2年以 Jの只に見られる虹鮒 ま産卵による生理的射 ヒ

輪は.一時的な窮境の急変による生戸棚勺変化に,LiL周 するものであろうC

6･ホタテガイの勾令査定は,滋輪を棺#,T!とし.Jl榔 捗戊の有無を考感に入れ,年令変化の基畔Jlを6月

において考え,その際,満'年令を採川するのか適当とIL1､われる
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